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本学の地域交流研究センターは、平成 9年 4月 の大学開学と同時に附置施設 と

して設置され、以来 12年 間、地道な活動を続けてまいりました。公立大学の使命

の一つに地域貢献があります。本学は二重県で唯一の県立大学として、いち早く

地域 と密着 し、二重県民の保健 ・医療 ・福祉の質向上の視点からどのように地域

に貢献できるかを考え、ケアモデル開発や具体的な実践活動などを行つてまい り

ました。これ らの実践活動により、看護学を具現化 し、地域貢献とつなげる実践

活動ができていることは喜ばしいことと考えています。

初期の活動は、二重県の行政区分であつた県民局を単位 とした活動、ケアモデ

ル開発などをめざした研究活動、県民に対する直接的なケア活動、看護職者への

継続教育活動で した。その後、自己点検 ・自己評価する中で本センター活動を見

直 し、組織 ,体制の整備 と建て直 しをはか り、現在は 「課題研究」、「地域専門ケ

ア」、「研修 ・研究支援」とい う組織 ・体制で、教員全員がセンター活動に関わつ

てお ります。

平成 21年 4月 には本学が独立行政法人化され、これまでの 「地域交流研究セン

ター」は、名称を改め 「地域交流センター」とし、ヘルスプロモーションの概念

を活動の基盤にして、活動をさらに充実、発展させていきたいと準備 してお りま

す。

日ごろから本センターの活動にご理解いただき、ご指導 ,ご協力を賜っている

ことに感謝 し、この場をおか りして御礼申し上げます。これからもよりいつそ う

のご支援、ご協力をお願いいたします。

平成 21年 3月

二重県立看護大学

学長 ・地域交流研究センター長

村 本  淳  子

頭巻
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夢が丘ハー トネ ットワーク構築事業に関する研究

学内研究員 :野 呂千鶴子、 日比野直子、中北裕子、松田陽子

【研究要 旨】

看護職者は、高い専門性を持ち、人々の生命 と日々向き合つていく仕事をしている。こ

のような中で、看護職者の 「燃 えつき」などの課題 も指摘 されてお り、看護職者 自身が、

自ら知識 ・技術を高め、誇 りを持って仕事ができるためには、心身の健康が保持 されるよ

うサポー ト体制を整備する必要がある。本研究においては、本学卒業生がイキイキと看護

職者 としての職責が果せ るよう、いつでも
“
心のきずな

"に
アクセスできる卒業生サポー

トネ ットワーク (夢が丘ハー トネ ッ ト)構 築をめざし、卒後動向の把握及び卒後支援に対

するエーズ把握、卒後支援プログラムの提案を行 うことを目的 とする。また、災害等健康

危機発生時に、本学卒業生 として自信 と誇 りを持つて援助活動が行えるための夢が丘ハ
ー

トネ ッ トの機能を明らかにし、基盤を整備する。以上の 2つ の 目的を掲げ、平成 1 9年度に

本研究を立ち上げた。

昨年度に本学卒業生サポー トネ ッ トワークの構築のために、卒業生を対象に卒後動向

の把握及び支援エーズについて基礎調査 を行 つた。その分析結果より卒後動向 として約

7害|が看護師、 2割 が保健師 として就労 しているとい う状況下において、卒後 1年 での

困難な事柄の有無については、約 8割 以上が何 らかの困難な事柄 を感 じなが ら職務につ

いていることが把握できた。また卒業生の約 3害Jが転職経験者であ り、母校に対 して 「転

職 ・再就職情報の提供」「看護系の研修会希望」「メンタルサポー ト」「卒業生間の交流の

場の提供」等の期待や希望が寄せ られた。 さらに昨年度に卒業生支援プログラム第 1回

として行つた 「こころに響 くコミュニケーシ ョン」では、「癒 された」「業務でも活用 し

ていきたい」等参加者の満足度が高かった。

これ らの結果に基づき、平成 2 0年 度は、 1 ) 卒 業生及び看護職者の離職予防に向け

たメンタルサポー ト、2 )本 学地域貢献の
一環 として災害時拠点構築 とスキルア ップ の

2点 を 目標 として、事業展開を行つてきた。

今後は、 1 ) 燃 え尽 き予防 し、いきいきと就業 している期間が少 しでも長 く入 られ る

よ う離職防止への支援 をめざす卒業生支援プログラムの検討  2 ) 災 害時拠点 としての

機能の充実 に ついて継続 して検討 していきたい と考える。

【地域貢献のポイ ン ト】

1 .二重県立看護大学卒業生 として、4年 間の基礎教育で培った知識 ・技術力を基盤 に、

継続 して看護職者 として就労す ることにより、県民の皆様 に、質の高い看護、保健、

医療の提供が行えることをめざし、メンタルサポー ト・キャ リアア ップ研修を中心 と

す る卒業生支援プログラムの検討 を行 う。

2 .東海 ・東南海 ・南海地震発生時に、甚大な被害が予想 され る二重県において、毎年 1 0 0

名 の看護職者 を輩出す る本学の健康危機管理時における使命 として、災害時に卒業生

が中心 となつて、地域住民の心身の健康回復への支援 を率先 して行 うことができるよ
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う、拠点構築整備、関係団体やボランティア・N P O 等 とのネ ッ トワークの構築を行 う。

I .研 究 目的

1 .本 学卒業生が本学卒業生であることに誇 りを持ち続 け、イキイキ と看護職者 とし

ての職務が果たせ るよ う、本学 と卒業生の 「心のきずな」を結ぶための支援ネ ッ

トワーク (夢が丘ハー トネ ッ ト)を 構築す る。

2 .東 海 ・東南海 ・南海地震等災害発生時における県民の皆様の健康危機管理 として

夢が丘ハー トネ ッ トの果たす役割及び機能を明確に し、本学及び卒業生が 日常 ・

災害時等の非 日常時において果たす社会貢献にとしての基盤整備 を行 う。

工.活 動内容 ・経過

1 .燃 え尽 きを予防 し、イキイキと就業 している期間が少 しでも長 く入 られるよう離

職防止への支援をめ ざす卒業生支援 プログラムの検討

1 )メ ンタルサポー トを中心 とした卒業生支援研修会の開催

目的 :夢が丘ハー トネ ッ トの卒業生支援の 目的 として、「日常か ら離れ ること」「自

分への癒 しの時間を持ち、明 日への力 とす ること」「研修で得 られた技術 を

周 りの人々に提供 し人間関係 を良好に保つ こと」、 さらに 「タッピングタッ

チが災害時のケア としての効果を発揮す ること」を学ぶ。

背景 :

( 1 ) 看 護職者 は、 自分が働いていることや対象者の状態に寄 り添 う看護 を展開

していることに対する自己効力感 ・自己肯定感が低 く、新人期の離職や中

堅期のバーンアウ トが問題視 されている。そのためのメンタルヘルス対策

が とられているところである。

( 2 ) 災 害時に看護職者は最前線で活動する職種である。 自分が被災者であって

も自己犠牲の うえで、看護 に専念 した り、惨状 を 目の当た りに しなが ら、

働 き続 けることにより、心身 ともに疲弊す ることになる。

( 3 ) 本 学の卒業生を中心に、看護職者が 自分 自身に 目を向け、セル フケア能力

を高め、心身共にバ ランスよくイキイキとした生活を送 ることをめざす こ

とは、本学の地域貢献でもある。

研修会 :

「こころに響 くコミュニケーシ ョン I」

( 1 ) 日 時 :平成 2 1年 3月 1 8 日 (水) 1 3 : 3 0 ～1 6 : 4 5

( 2 ) 場 所 :二重県立看護大学大学院講義室

( 3 ) 講 師 :中川一郎先生 (ホリスティック心理教育研究所)

( 4 ) 内 容

①  参 加者同士の交流を図る。

②  タ ッピングタッチの技法を習得す る。

③  タ ッピングタッチの活用方法 (日常の看護場面 ・生活場面、災害

時看護場面)に ついて考える。

④  「 癒 し」「癒 され」体験を通 して、参カロ者が リフレッシュし、明
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日か らの仕事への意欲 を高める。

2 )同 窓会誌に事業内容の紹介記事 を掲載 (印刷 中)

同窓会誌 に、「夢が丘ハー トネ ッ トワーク構築事業」の 目的、1 9年 度アンケ

ー ト調査結果 とそれに基づ く 2 0年 度事業の紹介、今後の方向性について説明

した記事 を掲載 した (印刷 中)。

災害時拠点としての機能の充実

1 )災 害時看護研修会

目的 :地震発生のメカニズムについて理解す るとともに、地震発生時に、その

場に居合わせた看護職者 として必要な行動が とれ るよ う、「その時」を具体

的にイメージ しなが ら、モチベーシ ョンを高める。

(1)日 日寺 :11月 20日 (木 )(13:00～ 16i30)

( 2 ) 場所 :二重県立看護大学大講義室

(遠隔配信にて、県立志摩病院、紀南病院)

( 3 ) 内容 :

①  「地震 を知 り、地震に備 える ～  大 切な人を守るために」

二重県防災危機管理部地震対策室

緊急支援 G専 門監 橋 村  清 重  氏

二重県内で地震が起 こった と仮定 した場合の被害の規模 と自分たちが

できる減災 ・自主防災に向けた取組みについて、阪神大震災等か らの教

訓 も踏 まえて講義 していただいた。

②  「災害への備 え 一 看護か らの提言 」

兵庫県立大学地域ケア開発研究所 所 長

兵庫県立大学大学院看護学研究科教授   山 本 あい子氏

阪神大震災を経験 した大学 として、看護の立場か らの災害への備 えの

提言をしていただいた。まず、災害 レジ リエンスは、 日頃か らの地域の

防災力 ・自治力を基盤 とした 「安心 ・安全 ・命」への備 えの うえに立ち、

個人あるいは地域が強 さとしなやか さを持 って立ち向かい、「生活」や

「健康」を再建 してい く力であ り、この力の備 えの重要性 を訴 えられた。

また、減災に向けて実際の見取 り図か ら危険 ヵ所をチェックした り、防

災用品の備 えについて具体的に考える演習にも取組んだ。遠隔配信先の

病院スタッフとのや り取 りか ら、実際の現場での備 えと今後の課題 につ

いても参加者一人ひ とりが考える機会になつた。

( 4 ) 参 加者数 :卒業生、大学院生、市町村及び保健所保健師、訪問看護 ステー

シ ョン看護師、福祉施設職員、学部生 等 5 7 名

遠隔配信参加者  1 4 名

- 3 -



( 5 ) 参加者アンケー トの結果

①参加者の研修満足度については、図 1 - 2 に 示 した。

やや不満
596

やや満足
44%

不満  無 記入 無記入

あまりそう 2%

思わなし
296

満足
4796 そう思う

4296

とてもそう
思う
5 4 %

N = 5 4N=54

図 1  研 修満 足度

②今後希望す る研修内容

・在宅介護での災害対策

・在宅にいる方々への安否確認や

・災害頭上訓練

・災害医療セ ンターの機能、役割

図 2  今 後 の研修 の必要性

支援体制の構築について

と周辺医療機関の連携について

2 ) 災 書時拠点機能の整備 口充実

( 1 ) 初 動時に必要な物品等の整備

避難袋、食料品、衛生用品、ラジオ、懐 中電灯、 ト リアージタグ、大規模災

害訓練用外傷セ ッ ト、A E D ( 成 人、小児使用可) 等 、初動時に必要な物品を 5

名分、約 1 0 日間を整備 した。

( 2 ) 災 害時看護啓発のための書籍整備

災害時看護スキルア ップのための参考文献及び小学生を対象 とした減災、 自

主防災力を高めるための書籍を整備 した。これ らは、今後本学の地域貢献 とし

て、看護職者、ボランティア、小学生 とその保護者への災害教育を行 うための

資料 としてい く。

-4-



い0キ善守る書す…Ⅲゅヽ…

イラストでなtC■|  ‐ |みィドの激瞬館慰普

を||||‐     ぷ ・!竣
囃 t . ` | ! ! ⅢI ■、‐■■■十一 ―       ‐

I V . 考 祭

1 . 燃 え尽 きを予防 し、イキイキ と就業 している期間が少 しでも長 く入 られるよう離

職防止への支援をめ ざす卒業生支援 プログラムの検討

卒業生の本学への期待である 「メンタルサポー ト」については、今年度は 「ここ

ろに響 くコミュニケー シ ョンⅡ」 として、昨年度に引き続 きタッピングタッチを

用いた研修会を開催 した。参加者が看護職者の就労形態である三交替勤務の中で

日程調整 を行 うことができるよ う、同窓会 と協力を しなが ら昨年度 より余裕 を持

って参加 を呼びかけた。 しか し、参加 申 し込みは決 して多 くはなかった。 これは

夢が丘ハー トネ ッ ト活動は立ち上げた ところであ り、まだまだ卒業生支援の活動

としての認知度が低い ことの表れであ り、今後は参加者が参加 しやす く、有意義

な研修会を行 つてい くために、 日程調整や連絡の時期な どについて、同窓会や卒

業生 とともに検討す る必要があると考える。また、今年度は県立志摩病院 ・紀南

病院にも遠隔配信 を行 うため、本学までは来れないものの勤務先の病院内で、テ

レビ会議 システムを通 して研修 を受けるとい う受講者に とつて参加 しやすい研修

形態の工夫 も行 つた。 これ により、研修の成果が県内各地に浸透 しやす くな り、

受講者 と教員のコミュニケーシ ョン、受講者 と職場のコミュニケーシ ョンが円滑

に図 られ るよ うになつてきたのではないか と考える。

2 . 災 害時拠点としての機能の充実

災害看護や活動に関 しての研修会は、参加者アンケー トの結果か ら 「満足」「や

や満足」 と回答 したものが 9 1 % で あ り、参加者の満足度は高かった。また今後継

続 した研修会開催の希望が 9 6 % で あ り、災害看護 に対す る関心の高 さが うかがえ

た。

今回は、大学、県立志摩病院、紀南病院の 3 点 を結び研修会を行い、意見交換や

自室や勤務す る病棟の図面を記 し、危険箇所や防災グッズの置 き場に色つ きシー

ル を貼 り、災害時の避難経路が確保 され るか といつた演習 も取 り入れ られ、受講

者が積極的に参加す ることができた。 このことが、研修 に対す る高い満足度 とし

てあらわれ、今後の継続 した研修希望につながつたと考える。
        ＼

/
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今後の希望す る研修内容は、在宅療養者に対す る災害時対応や安否確認 ・支援

体制に関す ること、災害図上訓練 といった災害発生に備 えた平常時の体制整備 に

関す ることへの希望があげ られていた。地域の病院では、災害発生時のマニュア

ルや地域救急医療体制の中での役害1について、行政等 との協議によりある程度は

明確 になつてきている。 しか し今回研修希望の多かつた在宅看護領域では、訪問

看護 ステーシ ョンの規模はそれほど大きくはな く、利用者の家が点在 しているこ

とやスタッフ数か ら、災害時にすべての利用者の安全 ・命 ・生活の確保等災害 レ

ジ リエンスの充実強化が求められ るところである。

今後は、災害 レジ リエンスの充実強化を目的 とした研修会を開催 し、卒業生を

中心 とす る看護職者のスキルア ップを促す ことで、災害時の看護力を高め、夢が

丘ハー トネ ッ トが災害時の拠点 として十分機能 してい くための段階 を踏 まえた

研修 を計画 してい く必要があると考える。そのためには、今年度準備 をした大規

模災害外傷用セ ッ トを用いた トリアージ訓練等実践力を高めるための研修、避難

所や救護所設営 ・救急対応に関す る図上訓練等本学 と行政や関係団体、ボランテ

ィア、N P O 等 と協働 で行 う研修企画も重要であると考える。

備蓄品については、順次揃 えている途中であ り、災害時支援にあたる卒業生を

中心 とす る看護職者の 「安心 ・安全 ・命」を保障す るもの として、今後 さらに充

実を図る必要が残 されている。

V .今 後の課題

① 卒業生 (同窓会役員 を中心 とす る)の 声 を反映 させた卒業生支援プ ログラムの

実施 :メ ンタルサポー トを中心 とした研修会の継続実施、再就職やキャ リアア

ップを支援す るプログラムの検討

② 災害時拠点 としての体制整備 :災 害時拠点 としての夢が丘ハー トネ ッ トの果た

す役割の検討、行政 ・医療機関 ・消防 ・自治会等の協働のあ り方の検討

③ 災害時拠点で リーダーシ ップが発揮できるよ う卒業生を中心 とした看護職者 と

のスキルア ップ :看護職者対象の災害時看護研修の実施 ・・・本年度整備 した

大規模 災害外傷キ ッ ドや トリアージタグを用いたシュ ミレーシ ョン トレーエン

グ、実際の避難所での活動や行政 ・医療機 関 ・消防 ・自治会 との役割分担 ・協

働 を考える図上訓練の実施の検討

④ 地域全体の災害時看護力の充実強化 :県 内看護職者 を対象 とした災害時看護 ス

キルア ップ研修の実施 を検討、

以上によ り、卒業生支援の充実及び災害時における本学の地域貢献の充実を図る

必要ある。

なお、本研究で得 られた内容の一部を 「卒業生のサポー トネ ッ トワーク構築 と健

康危機管理時の社会貢献に関する基礎調査 第 2報 」 として第 6 1回 二重県公衆衛

生学会にて発表 した。

また、「看護大学における卒業生サポー トネ ッ トワークの構築を目指 した卒後動向

の把握及び支援ニーズに関する研究」として、2 0 0 9 年 8月 号保健師ジャーナルに掲

載の予定である。
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工.地 域専門ケア事業



1.女 性のための健康相談および不妊相談事業の支援

担 当者 :二 村 良子 、時 山貴代 、 中山優子 、小村 明子 、 日中利枝 、永見桂子

【事業要旨】

地域の保健医療福祉ニーズに基づいて、地域住民 ・行政機関 ・保健医療福祉職者 と

ともに地域における実践活動支援を行 う地域専門ケアにおいて、女性のケアとして、

女性のための健康相談や県が実施 している不妊専門相談センター事業の運営への協力

を行 う。

【地域貢献のポイン ト】

1.県 内の女性のライフサイクルにおける健康問題で悩む人々の支援を行 う。

2.不 妊相談員への助言、情報提供、学習支援、相談活動の支援、「二重 ・不妊に関す

る勉強会」の開催 ・運営が円滑に行えるように支援を実施する。

I . 活 動 目的 ・目標

1 .二 重県男女共同参画セ ンター 「フレンテみえ」の相談事業に協力 し、女性のライ フ

サイクルにおける健康問題で悩む人々を支援する。

2 .二 重県健康福祉部 こども家庭室の 「不妊専門相談セ ンター事業」 として、本学にセ

ンターが設置 されていることに伴い、事業の円滑な運営に協力 ・支援 を行 う。

工.活 動内容お よび経過

1 .二 重県男女共同参画センター 「フレンテみえ」の相談事業への協力

1 )「 二重県立看護大学助産師による女性のための健康相談」 として第 1～ 4木 曜 日

の 1 8 : 0 0 ～ 1 5 1 0 0 に 電話相談を担当す る。

2 )「 フレンテみえ」 との合同会議 により情報交換や相談事業の評価 を行 う。

3 )学 習会によ り相談員 としての知識 ・技術の強化を図る。

4 )広 報活動により、電話相談事業の普及を図る。

2 .「 不妊専門相談センター事業」の運営への協力

1 )不 妊相談員への助言、情報提供、学習支援 を行い、相談活動を支援す る。

2 )「 二重 ・不妊に関す る勉強会」の開催 ・運営を支援する。

I I I . 活動の成果

1 .二 重県男女共同参画セ ンター 「フレンテみえ」の相談事業への協力

1 )電 話相談

二重県男女共同参画センターフレンテみえの相談事業 として 「二重県立看護大学助
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産師による女性のための健康相談」( 電話相談、第 1 ～ 第 4 木 曜 日 1 3 : 0 0 ～ 1 5 : 0 0 )

を平成 1 3 年 度か ら担当 し、女性のライフサイクル とセクシュア リテ ィ、周産期にお

ける相談を中心 とした内容に関す る相談に応 じている。相談者の主訴 とその背後にあ

る真の訴えを情報収集、アセスメン トし、介入、評価 を行った。評価については、そ

の場で解決 と判断するもの と、未解決により他職種に相談をつなぐものとがあった。

平成 2 0 年 度 ( 平成 2 1 年 1 月 3 1 日 現在 まで) の 相談回数は 3 8 回 、相談件教は 7 9

件 であ り、昨年度同時期 までの相談回数 とはほぼ同 じであるものの、相談件数は増加

した。ライフサイクル別相談件数は、『成熟期 (周産期以外)』が 1 7 件、『更年期』が

1 3 件 と合わせて全体の約 8害1を占めた。また、昨年相談のあった 『思春期』、『成熟期

(周産期)』、『老年期』は 0件 となつた (図1参 照)。相談内容別相談件数 (図2参 照)

は、複数回答であるが、7 9 件あり、昨年同様 1 8 件 と 「メンタル」が最も多かった。

その他、「子育て」1 1 件 、「経済的社会資源」1 2 件 と、これ らの相談は増加傾向にあ

つた。電話相談の問題内容が多岐にわたるようになつてきてお り、助産師 としての責

任範囲を超える事もあり、連携先を確保する必要性があると考える。

図1ラ イフサイクル別相談件数(件)

あ

札

L  携 銘ヽ
争
次
ぐ
＼
L 路

図2相 談内容別相談件数 複数回答 (件)

2 ) 「 フ レンテみえ」 との合同会議 により情報交換や相談事業の評価

相談終了後には、フレンテみえの相談員に、その都度状況報告を行い、適宜相談方

法に関す る助言を受 けると同時に、9 月 に行われたフレンテみえと当大学の担 当者の
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参加 による合同会議の中で、看護者の視点や役害」、相談員 との共通点な ど相談事業に

ついて確認 し、電話相談件教減少への対策お よび今後の連携の方向性な どを話 し合っ

た。相談件数の減少について、本事業に関す る広報活動に課題があると思われ、現在

の実状 と県民への周知を目指 した今後の広報活動の方向性について検討 した。さらに、

地域住民 との交流を図 り、相談事業を広 く知っていただ く機会 として、「フレンテまつ

り」への参加 を提案 され、現在検討中である。

3 ) 学 習会

各教員が関連学習会や研修会へ参加することにより、最新の知識や技術を習得 し、

相談に還元できるよ うに努めた。また、2 0 0 9 年 2 月 に開催 された 「フレンテみえ合同

相談員研修」に参加 し、大阪心のサポー トセンター代表理事によるジェンダーの視点

による 「相談者のエ ンパ ワメン トに役立つ相談 とは」をテーマに講義を受け、実際の

相談事例を用いて検討 を行い、
一般電話相談員、男性電話相談員 とともに相談の視点

や方向性 について理解 を深めた。

4 ) 広 報活動

電話相談件数の増加 を図るためフレンテみえと協力 し、相談案内パ ンフレッ トの配

置を検討 した。本年度の広報については二重県健康福祉部を通 じて、県内各保健福祉

事務所お よび関連機関な ど 1 1 施設 に配布 し、地域の方々に対 して相談事業の案内を行

つた。さらに、県内 9 7 施設の産婦人科お よびク リニ ック等にも二重県産婦人科医会の

協力を得て電話相談に関す る広報資料を発送 し、相談事業の周知を図つた。

2 . 「 不妊専門相談セ ンター事業」の運営への協力

1 ) 不 妊相談活動における支援

( 1 ) 不 妊相談への助言

① 相談状況の把握 ( 図3 参 照)

平成 2 0 年 度 ( 平成 2 0 年 1 2 月 3 1 日 まで) の相談回数は 3 5 回 、相談件数は 1 1 2 件と、

前年度 と同様の傾向にあつたが、再相談が 3 3 % と 増加傾 向にある。相談内容について

は、不妊治療を受けていない者やセカン ドオ ピニオンのエーズをもつ者 などの 『医療

情報に関する問い合わせ』が 9 4 件 、本 当に妊娠するのか、自分は妊娠す る人 とどこが

違 うのか といった 『妊娠に関す る不確かさ』が 5 0 件 、医療者 に対する不満な どの 『医

療者や治療環境 とのかかわ り』が 2 3 件 といったこころの問題が約半数を占めていた。

医療情報に関する問い合わせ

不妊・治療からもたらされる身体の症状

不妊であるがゆえの傷つきやすさ

妊娠に関する不確かさ

医療者や治療環境とのかかわり

不妊であるがゆえの孤独

治療を続けていく上での夫婦関係

その他

図 3三 重県不妊専門相談センターにおける相談内容 (件) ( n = 1 1 2複 数回答 )
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② 相談内容についてのアセスメン トや看護介入の確認や助言

適宜、相談員の看護観やアセスメン ト能力、コミュニケーシ ョン能力、関係形成能

力の把握 を行い、相談事例についてのアセスメン トや介入の確認 を行った。

③ 相談員の感情の把握

相談における感情 コン トロールの必要性か ら、適宜、相談員の思いや感情について

確認 した。対応が難 しい事例や継続事例については、適切な評価が営まれ るよ う、注

意を払つた。相談員は相談における自己の傾向について認識 し、改善に努めていた。

( 2 ) 情 報提供

最新の情報や不妊看護 についての動向について情報を確認 し、部分的に提供 した。

( 3 ) 学 習支援

① 事例検討

学内の担 当者 を交えて事例検討 を行 う他、医師や看護師、心理職 などと事例検討を

行 う機会を設けることができ、看護者 としての介入や役害J を確認す ることができた。

② 書籍や文献の提供

③ 国内 ・県内で行われ る関連学習会や学会、研修会の紹介

( 4 ) 不 妊症看護認定看護師研修の教育支援

不妊症看護認定看護師研修の依頼があ り、研修者 に向けて教育支援 を行 つた。その

結果、地域で行われ る不妊看護や相談におけるシステム活用な どの理解につながつた。

( 5 ) 行 政への助言

事業における今後の課題について、行政に求める内容を提案 した。

2 ) 「 二重 ・不妊 に関す る勉強会」の開催 ・運営の支援

勉強会でセ ンターの現状を報告す る機会が得 られてお り、報告準備の支援 を行つた。

これは間接的に施設のケアの改善につなが り、二重県全体の不妊医療における看護者

の役割の明確化の一助 となつている。

I V . 今 後の課題

フ レンテみえにおける相談では、「経済的社会資源」、「メンタル」についての相談や、

治療内容お よび疾患について医師の説明で不明な点について尋ね られ る等がみ られた。

相談内容が多岐にわたつてお り、助産師の責任の範囲を超 える内容 も含まれ るため、今

後 も相談内容についての知識の習得 とともに、他職種への連携な どの必要性が示唆 され

た。 さらに、大学内あるいはフレンテみえの相談員 との合同事例検討を行い、支援の方

向性や連携について検討 してい くこと、また双方に関連す るテーマにおける学習会の開

催 な どを引き続 き行 つていく必要があると考える。今後は、本年度行った電話相談の広

報の方法 ・内容を評価 し、相談事業をさらに充実 させ る取 り組みが求められ る。

「不妊専門相談セ ンター事業」の運営への協力では、再相談が増加傾向にあることか

らも、今後は看護方法の検討 と同時に、相談方法や回数な どの検討によつて対象のニー

ズヘの対応が可能 となると考えられ る。その点については、行政 との検討が必要 となる。

このよ うに活動内容の詳細な検討により、よリニーズにあった対応 を行 うことは、県

民への貢献、全教員の看護実践能力の向上に寄与す ると考える。
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2 1型 糖尿病をもつ子 どもへの支援

担 当者 : 前 日貴彦 、落合春香

学外協 力者 : 平 田研 人、若 林美 乃里 、東 岡 史、鈴木香苗 、大河 内美穂

【事業要 旨】

平成 2 0 年 8 月 に四 日市少年 自然の家で開催 された、第 3 5 回東海地区小児糖尿病サ

マ ーキャンプスタ ッフ として、キャンプ参加経験の少 ない医療スタッフを中心に支

援 ・教育を行 つた。 また、企画を担当す る学生ボランテ ィアの育成お よび企画運営へ

の支援 を行つた。

年々、キャンプ初参加の医療スタッフが増え、継続的な参加が難 しい状況において

継続 した参加が可能である学生ボランティアに対 しキャンプで活用できる実践的な学

習会お よびキャンプ期間中の医療スタッフヘの教育 ・支援 を行った。

【地域貢献のポイ ン ト】

1型 糖尿病 をもつ子 どもは 1 0万 人

に約 1人 と少 な く、各学校に 1人 いる

か どうか とい う状況の中、子 どもや家

族は今後病気 とどのよ うに うま く付 き

合ってい くか悩み解決できずにいる子

どもや家族 も少なくない。

そのよ うな状況の中、小児糖尿病サ

マーキャンプにおいて、子 どもは、同

じ疾患をもつ仲間 と知 り合 う機会 とな

り、 ともに不安や悩みを共有 し、新た

な目的 ・目標を見つけることができる。

また、家族にとっては医療スタッフからの専門的な助言だけではなく、同 じ疾患をも

つ子 どもの保護者同士で交流を深め、ともに情報交換できる場である。 このように小児

糖尿病サマーキャンプの存在意義は 1型 糖尿病をもつ子 どもや家族にとつて、非常に大

きい。

しか し、その運営に必要な医療スタッフや学生ボランティアは、小児および 1型 糖尿

病患児のケア経験の少ないものが大半である。 1型 糖尿病患児の看護を含めた小児看護

経験を有 し、過去のキャンプにて医療スタッフリーダー経験を数多く有する担当者の存

在は、参加医療スタッフや学生ボランティアヘの支援 ・教育において重要であつた。

さらに、医療スタッフや学生ボランティア育成を行 うことでキャンプに参加 している

患児 とその家族にとって、よりよい糖尿病キャンプの運営に繁がった。
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I I I .

活動 目的 ・目標

自己管理が重要 となる 1型 糖尿病をもつ子 どもと家族にとつて必要 となる、疾患教

育や仲間 との情報交換お よび保護者間の連携 を図ることができる重要な機会 となるサ

マーキャンプの運営お よび子 どもや家族への指導的役割 を担 う医療スタッフと学生ボ

ランテ ィアを育成す ることで、よりよいキャンプの運営 とな り、ひいては 1型 糖尿病

をもつ子 どもと家族のセルフケア能力の向上に資す る。

活動内容お よび経過

1 .小 児糖尿病サマーキャンプ企画運営の支援

キャンプ参加学生ボランテ ィアヘの 1型 糖尿病に関す る勉強会を開催 した。また、

キャンプ準備委員会、学生ボランテ ィアの企画会議に出席 し助言を行った。 キャンプ

当 日においては、学生ボランテ ィア企画の運営支援 を行つた。

2 .小 児糖尿病サマーキャンプ参加スタッフヘの教育 ・支援

サマ ーキャンプ全体 グル ープオ リエ ンテーシ ョンヘの参加 と助言お よびサマ ーキ

ャンプ開催 中を通 してのスタッフヘの助言および指導を行つた。

活動の成果

1 .小 児糖尿病サマーキャンプ企画運営の支援

1 ) 8 月 に四 日市市で開催 された小児糖尿病キャンプの運営支援

主に学生ボランテ ィアが主催する企画への支援 を行つた。

キャンプ終了後の参加者か らのアンケー ト結果において、学生ボランテ ィア主催の

企画に対す る評価は高かつた。

2 )学 生ボランティアスタッフヘの勉強会の開催

キ ャンプ参加 前 に 1型 糖 尿病 に関

す る勉強会を開催 したことで、学生ボ

ランテ ィアス タ ッフ と しての役割 を

理解す ることができた。 また、キャン

プ当 日は参加者 に対 し、主に 日常生活

の側面への指導 ・助言を行 うことがで

きた。

3 )学 生ボランティアの企画会議での

助言

学生 ボ ランテ ィアの企画会議 に出

席 し、キャンプ当 日に行 う企画の内容を

行つた。

2 ,小 児糖尿病サマーキャンプ参加スタッ

キャンプ開催 中に参加者の生活指導を

検討す る際 の助 び準備のついて支援 を

畿

縫
報

フヘの教育 ・支援

中心に行 う看護 リーダー、看護スタ ッフ、医

一-12-



IV.

学 ・看護学生への助言や指導を行 うことで、グループ運営の円滑化だけでな く、参加

者が 自己血糖測定、 自己注射、食事指導を通 し、参加者のセルフケア能力の向上に繋

げることができた。

キャンブ終了後には、参加者の保護者か ら子 ども達が家庭では実施できなかつたこ

とを身につけることができ、キャンプに参

加 させて良かった。今後の家庭 ・学校生活

に大いに役だち子 ども達 自身の自身に繁が

つた と思 うとの声が聞かれた。

また、初回参加のスタッフか らは、キャ

ンプの意義が理解でき、スタッフが どのよ

うな役割 を果たすべきかを考えることがで

き、今回の学びを次のキャンプに活か した

い と、スタッフの継続参加への意欲にも繁

がった。

今後の課題

キャンプ経験者お よびキャンプ運営経験の

した参加ができる学生ボランテ ィアの存在は

ランテ ィア主体の企画運営を支援 してい くこ

よ りよい生活へ と繁がる。

よって、今後は学生ボランティアの さらな

病お よびサマーキャンプに関する支援にも重

ある医療スタッフが不足 してお り、継続

大きく、キャンプの中心を占める学生ボ

とが、 1 型 糖尿病をもつ子 どもと家族の

る支援 と医療 ス タ ッフに対す る 1 型 糖尿

点 をお く必要 がある と考 える。

- 1 3 -



3。 「健康の郷 ・美杉」 ヘルスツー リズム支援事業

担 当者 : 山路由実子、草川好子、平野真紀

学外協力者 : 佐 甲隆 ( 二重県伊賀保健所長、前二重県立看護大学教授)

【事業要旨】

津市の南西部に位置す る美杉地域は津市全面積の約 3 0 %を 占め、その約 9 0 %

( 1 8 6 . 3 平方キロメー トル)が 山林 とい う広大は森林に恵まれている。平成 2 0年 4

月には 「森林セラピー基地」 として森林セラピー実行委員会 (所管林野庁)よ り認

定を受けてお り、この広大な自然を活か し、「健康」「癒 し」「地域再発見」「人々の

つなが り」をキーコンセプ トとして地域住民、行政、産業および大学が協働 しなが

ら、新たな地域資源 (人 ・自然 ・文化)を 創造 していくための専門的支援を行 う。

,Ⅲ
・ⅢⅢ.が`…Ⅲ・・…1,す'ず
■| | ,             f ,

を桶撤肝 ＼
津市装杉町まち歩きヨースマップ

蔽山β

c十

申 ヽ

松阪市

【地域貢献のポイン ト】

本学の専門性 を活か し、健康科学 としての価値が美杉地域の自然に担保 され るこ

とで、地域の 自然が 「地域の財産」として見直 され、今後の地域発展に貢献できる。

さらに美杉地域において健康支援にかかる人材育成を行 うことで人的支援体制が整

備 され、地域住民の健康な暮 らしや生きがいづ くりに寄与することができる。

I .活 動 目的 ・目標

「森林セラピー」 とは、森林環境の 自然が彩なす風景や香 り、音色や肌触 りか ら生命

三多気,エ コース

奈 良県御杖村

平なコース
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力を五感 を通 して感 じた り、森林環境の立地か ら気候 ・地形等 を活か して身体運動 を行

つた りす ることによつて心身の休養や疲労の回復 に役立てるとともに、健康への気づ き

を体感 させ 、セ ラピー体験後の 日常の生活習慣 の改善に結び付 けることを通 して人々の

心 と体の健康づ く りに森林環境 を積極的に活用 してい こ うとす るものである
1 )。
津市美

杉地域 は平成 2 0年 4月 に森林セ ラピー実行委員会 (所管林野庁 )よ り、快適に森林セ ラ

ピーを受 けることのできる 「整備 された森林環境」と、検証に基づ く 「生理 ・心理的効果」

が ともに認 め られ
2 )、「森林セ ラピー基地」 として認定 された。

本事業は、「森林セ ラピー基地」である美杉地域 を中心 として津市が実施す る 「地域か

がや きプ ログラム南部エ リア事業の位置付 ける、森林 を活か したヘルスツ
ー リズムの推

進」への企画立案 ,実施 ・評価 に参画 を行 う。ヘルスツー リズムを 「人の移動 と交流を基

盤にエ コロジカルな自然環境、森林、農村体験などを通 じて、自然 と伝統文化に触れ、癒

され、元気にな り、前向きな気持ちで、心 も身体 も、社会面 も健康でよい方向に向けてい

く取 り組み」 と位置づけ、美杉地域の特性 を活か した 「健康 。自然 ・観光 ・人々」が繋が

った健康増進の方法を開発す ることを 目的 とす る。

工.活 動 内容お よび経過

1 .「地域 かがや きプ ログラム南部エ リア事業の位置付 ける、森林 を活か したヘル スツ

ー リズムの推進」の企画立案への参画 :「森林セ ラピー基地」等視察

森林セラピー実行委員会に認定 された散策路 「セ ラピー ロー ド」全 8ヨ ース中、「高

束山コース」「霧 山コース」「三多気大洞山ヨース」「平倉 ヨース」の 4コ ースを 2日

(平成 2 0年 4月 2 1 日 、6月 3 0 日 )に 分けて視祭、また同時に地域資源 などの視祭

も行い、後 日 ( 7月 1 8 日 )意 見交換を行った。

2 .「 地域かがや きプ ログラム南部エ リア事業の位置付 ける、森林 を活か したヘルスツ

ー リズムの推進」の企画実施への参画 :「森林セラピー」モニターツアーの参加お

よび各種測 定 ・調査

平成 2 1 年 度秋 に予定 され てい る

たモ ニ ター ツアー ( 1 1 月 1 5 日 開催 )

測 定 ・調査 を実施 した。

【モニターツアー】

君が野ダム湖畔 ヨース

セラピー ロー ド

「森林セラピー基地」グラン ドオープンに向け

において、津市保健セ ンター と連携 して各種

【血圧測定】
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I I I .

. 「地域 かがや きプ ログラム南部エ リア事業の位置付 ける、森林 を活か したヘルスツ

ー リズムの推進」の企画評価への参画 :「森林セラピー」フォー ラムヘの参加

平成 2 1年 度秋 グラン ドオープンに先がけて津市が主催す る森林セラピーフォー

ラムにおいてモニターツアーの成果報告 (平成 2 1年 3月 1日 開催 )を 行 つた。

活動の成果

.「地域かがや きプ ログラム南部エ リア事業の位置付 ける、森林 を活か したヘルスツ

ー リズムの推進」の企画立案への参画

1 )「森林セラピー基地」等視祭

安全で快適なセ ラピー ロー ドとなるよ う、歩道路面や休憩施設な どの整備 に向け

ての提案を行つた。各 ロー ドヘの案内看板、地域資源の開発の可能性お よび拠点施

設の活用方法について来訪者への利便性の向上を図るための意見の提言 を行 つた。

<具 体的な提案内容 >

ヘルスツー リズ■が美杉地域に根付 き、その活動が地域に還元 され、そ して地域

で継続 していけるような内容の充実が必要 との提案 を行つた。

・ ヘルスツー リズムのキー ワー ド :癒 し、和 らぎ、食、運動

・ ヘルスツー リズムの対象者 :美杉地域住民の方々、美杉地域を訪れ る方々

・ ヘ ル スツー リズムの枠組み :森づ くり、まちづ くり、家づ くり、お もてな し企画、

健康づ くり企画、ひ とづ くり

・ ヘルスツー リズムの具体案 :「歴史探索コース」、「風の音 ・せせ らぎの音 コース」、

「田舎暮 らしコース」、「手作 り満喫 コース」、「自然お もてな しコース」な ど

2 .「 地域 かがや きプ ログラム南部エ リア事業の位置付 ける、森林 を活か したヘルスツ

ー リズムの推進」の企画実施への参画 :「森林セ ラピー」モニターツアーの参加お

よび各種損J定 ・調査

1 1月 1 5 日 に行われた 「君が野ダム湖畔 コースセ ラピー ロー ド」モニターツアー

に参加 し、津市保健セ ンター と協働 して各種測定 ・調査を実施 した。

以下、モニターツアーで行つた調査結果概要を述べてい く。参加者は全 4 9名 、

年齢は 1 8歳 か ら 8 2歳 の平均 5 8 . 9 歳であった。参加者に 日常の運動習慣 を尋ねた

ところ、毎 日運動 を行つている人が全体の 3 6 % 、 週 に 2～ 3日 以上運動を行ってい

る人が全体の 8 2 % と 日常的に運動を行つている群の多い参加者層 となった (図 1、

2 ) 。 モニターツアーのおける運動量は 「少なかった」 と回答 した人が全体の 5 9 %

【屋外会議】 【美杉地域特産 あまご】
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を占めていた (図 3 ) 。この理由として、モニターツアー当 日の悪天候に伴って勾配

の少ない比較的歩 きやすい 「君が野ダム湖畔 ヨースセラピー ロー ド」が選択 された

ことか ら、 日常的に運動習慣のある参加者にとつては運動量 として少なく感 じる結

果になったもの と考えられ る。 また、今回モニターツアーにおいては質問紙調査、

ライフコーダによるウォーキング歩数 ・消費カロリーの損J定、唾液ア ミラーゼによ

るス トレス調査、血圧浪J定を実施 したが、概ね肯定的な評価が多 く (図 5 ) 、企画内

容 としては好評であつた と受けとめられ る。

さらにこの 「森林セラピー」の第一の効果 として期待 され る 「癒 された」実感 に

ついては、「あつたJと 回答 した人が 6 1 % を 占めていた (図6 ) 。記述記載において

「癒 された」内容 としては、「普段以上に自然を感 じる事ができ、季節 を味わい程良

い運動量でたいへん満足出来た。気分が良くなつた。」「自然の変化 を体感。空気が

清 く、ロー ドのゆるやかな変化 (坂の上下など)、心身の面においても、仲間 と談笑

でき語 り合えたこともプラス。」また雨が上がった時間であつたことか ら 「紅葉 (雨

上が り)湖 畔の コン トラス ト」な ども癒 しの効果をもた らす もの としてあげ られて

いた。
一方、「癒 された」実感が 「なかった」理由としては 「人 と話 しなが ら歩いた

のであま り実感がない。」の記載があ り、談話 をしなが ら歩 くことによつて 「癒 し」

の感覚が弱まるとの意見 も聞かれた。

これ ら得 られた調査結果を津市保健センター と共有 し、グラン ドオープンに向け

た健康プ ログラムの開発等に結果を反映 してい くよ う計画 している。

3。 「地域かがや きプ ログラム南部エ リア事業の位置付 ける、森林 を活か したヘルスツ

ー リズムの推進」の企画評価への参画 :「森林セ ラピーフォー ラム :森 か らのめ ぐ

み～いま、私たちにできること～」への参加

モニターツアーにおける各種測定 ・調査結果の成果報告を行い、シンポジス ト及

びにフォーラム参加者が今後のセラピー基地の活性化にむけて 「いま、私たちにで

きること」についての意見交換を行った。

I V。今後の課題

平成 2 1年 度秋 に予定 されている津市 「森林セラピー基地」グラン ドオープンに向け

て、本年度の活動をふまえて引き続 き美杉地域の住民や行政 との連携 を深め、健康増進

の取 り組みについて検討 してい く。健康ボランティアの育成をは じめとして 「森林セ ラ

ピー基地」を活か して、地域住民の健康な暮 らしや生きがいづ くりに寄与できるよう、

教育研究機関の立場で地域貢献が行えるよ う、今後の参画方法を検討 してい く必要があ

る。

引用文献)

1 )  国 土緑化推進機構 ( 2 0 0 7 ) : 森林セ ラピーヘのい ざない。国土緑化推進機構 .

2 )  森 林セ ラピー基地全国ネ ッ トワーク会議 :森林セ ラピーポータル. ( 2 0 0 9 . 1 . 3 0 )

http:〃www.forest‐therapy.jp/.

―-17-一
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4.認 知症地域支援体制構築推進事業への支援

担 当者 : 伊藤薫、山路由実子、船越明子、鈴木敦子、松 田陽子

学外協力者 : 佐 甲隆 ( 二重県伊賀保健所長、前二重県立看護大学教授)

【事業要 旨】

2 0 0 5 年に 4 0 , 1 万人であつた二重県の高齢者数は 2 0 3 5 年には 5 0 . 5 万人に増加 し、高齢

化率 も 2 1 . 5 % から 3 3 . 2 % へと上昇す ることが予想 され る。介護や医療 を必要 とす る状態 と

なつても、住み慣れた自宅や地域に安心 して暮 らし続 けることができるよう、地域の保健 ・

医療 ・福祉サー ビスや さらにはボランティア活動等が有機的に結びつき、切れ間なく提供

できるよ うな地域支援体制整備 に向けた支援活動を行 うことが求められ る。二重県では、

平成 1 9 年度か ら、「認知症地域支援体制構築等推進事業」 として、県庁に推進会議 を設置

し、県内にモデル地区を設定 して、先駆的な支援体制を構築 し、評価 ・分析 を行い、各地

域への普及への取 り組みを開始 している。本事業は認知症地域支援対策事業のモデル地区

である名張市の先駆的な試みへの支援 を行い、続いて県内各地域への普及へ と繋がるよ う

県内市町への支援活動を行い、二重県内の認知症地域支援ネ ッ トワーク整備への
一助 とな

ることを目指す。

【地域貢献のポイ ン ト】

名張市での認知症地域支援体制構築推進事業を中核 とし、二重県全体への地域ケアを目標

に、住み慣れた自宅や地域に安心 して暮 らし続けることができるよう、その地域ケア整備体

制 として介護サー ビス事業者への支援 ・認知症理解のための教材開発への協力等が地域貢献

活動 となると考えられる。

I . 活 動 目的

介護 や 医療 を必要 とす る状態 となつて も、

け るこ とがで きるよ う、地域 の保健 ・医療 ・

等 が有機 的 に結びつ き、切れ 間な く提供 で き

動 を行 うこ とを本事業 の 目的 とす る。

II.

1.

住み慣れた 自宅や地域に安心 して暮 らし続

福祉サー ビスや さらにはボランテ ィア活動

るような地域支援体制整備 に向けた支援活

活動内容

名張市認知症地域支援体制構築事業を推進す るための支援活動 を行 う。

1 )名 張市認知症地域ケア資源マ ップの作成への支援

2 )認 知症に対する啓発活動支援

( 1 ) 一 般市民 ・ボランティアヘの認知症に関する啓発講座の開催支援

( 2 ) 児 童か ら学べる認知症に関する理解への動機づけのための教材の開発

二重県 ・県内市町の要請に応 じて、認知症啓発事業へ協力支援活動を行 う。2
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I I I . 活動の成果

1 . 名 張市認知症地域支援体制構築事業に対す る支援

1 ) 名 張市地域資源マ ップ作成への活動

( 1 ) 名 張市における認知症地域支援体制構築事業概念

名報市における盟知症地域支援体制構築等推進事業

基

―
「

住み慣れた地域で暮らし続け  笑 顔いつはいの毎日

る

ともに支えあう

こころ豊かな

まちづくり

利用者本位

のケアの推進

施策の具体的な展開方法

(1)ともに支えあうこころ豊かなまちづくり

四読晶う翻鋼
航鱗纂繋購療 ぞ々曲

①コーディネーターの配置(2名配置済み)
②認知症に関する啓発
③ネットワークづくり
ア 資源マップづくり(2地区で作成予定)
イ 認知症サポーター養成講座

④安心お出かけネットワークの構築

(2)利用者本位のケアの推進

謙重縄 ほ鍮 智1也斃 鋼 鋪 。
②支えあいのケアサービスの推進

( 2 )名 張市における認知症地域資源マ ップ作成のための支援経過

年 月 事業推進経過 具体的な支援内容や結果

平成 2 0年 3月 市 民全体へ の啓発活動 認知症サポーター養成講座

参加者 : 民生委員等 1 2 0 名

講師協力 : 伊藤薫

平成 2 0年 5月 事業推進 ス タ ッフヘの教育 健康 まちづ く り講演会

「みんなが主役 ! ヘルスプロモーション」

参加者 : 健康つ く り隊、介護保 険事業所 、

まちの保健室等 6 0 名

講 師協力 : 佐 甲隆

平成 2 0年 9月

農 山村 と住宅団地の 2 地 区

モデル地区に選定

↓

を

プローチ方法の検討

↓
選 定地 区の住 民の参画が困難

↓
地 区役員代表等 との協議 の結

果、地区役員への啓発後、地域

住民へ と段階を追って、理解 を

広めてい くことを協議 し、認知

症啓発事業を計画

地域を探索 し、

検討 し、助言。

プ ロー チ方法 につ いて

地域代表等 との会議 に出席。認知症啓発

事業実施にあたって、啓発劇制作に協

力。

一-20-一



開催 日 対象者 参加者数

平 成 20年 10月 22日  (水 ) すず らん台地区社会福祉協議会 24メ 、

平成 20年 11月 9日 (日 ) すず らん台自治会 1 8 人

平成 21年 2月 22日 (日 ) 地域ボランテ ィアお よび
一
般 8 1 人

2 ) 認 知症 に関す る啓発講座

( 1 ) 認 知症啓発講座 開催 日

( 以下認知症サポーター養成講座 と示す) へ の支援内容

・対象 ・参加者数

( 2 ) 講 座内容

①D V D i 「 認知症 1 0 0 万人キャラバン」

②講義 :認知症の中核症状や認知症のケア等

講師協力 t伊藤薫

③寸劇 :「認知症の人を地域で見守ろう」

地域包括支援センターやまちの保健室の職員に

よる認知症の方への地域での対応事例を寸F a l l に

て啓発

( 3 ) 参 加者アンケー トよリー部抜粋

認知症の理解がもつと多くの人に行きわたつて

ほ しいので、又、多くの人に聞いていただきたい。

認知症 と言 う言葉は知っていましたが、気にとめ

てお りませんで した。これを機会にもつとよく知

りたいと思いました。

助け合いの出来る町づ くりが必要 と感 じた。

認知症 とわかって対応出来る時 と、わか らなくて

対応 していくのとで違いが出てくる。

助けを求めることが必要であること。地域で助け

あえる様に していかなければならない。「困つた

時、困つたと言える」地域にならなければならな

い と思 う。

3 ) 名 張市認知症啓発媒体 ( 紙芝居 ・認知症関係資料の作成への支援)

( 1 ) 認 知症啓発を目的 とする紙芝居教材の作成

名張市の各地で認知症の理解者を増や していくための一つの教育媒体 として紙芝

居を作成する。認知症高齢者に出会ったときの対応や地域の拠点など 「地域資源」

を有効に利用 し地域づ くりを していくこと、また、当事者や家族になった ときは S

O S を 出す ことの大切 さ等を伝える内容 とする。

( 2 ) 認 知症啓発に資する 「認知症ライブラリー」の作成

絵本、マンガ、認知症本人の手記、介護体験紀、医学的解説本、ケア方法の支援、

ケアツール ( センター方式等) の 紹介、D V D の カテ ゴリーに添つて、本や D V D を 紹

介す るパンフレッ トを作成 した。なお、絵本の選書や紹介文の作成にあたつては、

本学学生の協力 も得た。

＞

　

＞
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2   二 重 県 ・県内市町認知症啓発事業への支援

二重 県 ・県内 市町 の要請 に応 じて認知症 サポー ター養成講座 の講師 と して協 力 し、

計名 ( 予定含む ) の 参加 を得 た。対象 自治体 と参加 者数 を下記 の表 に示す。

△

開催者 核 者 回数 参加者教

二重県 自治体職員 ・包括支援センター職員 114人

四日市市 ボランティア ・婦人会 64)、

川越町 老人会リーダー研修 1 100ノ(

菰野町 事業者・郵便局・消防・警察・住民 4 101人

名張市 自治会 ・社会福祉協議会 ・民生委員 ・
一
般等 4 243外、

松阪市 65歳以上の高齢者 5 310ノ`、

多気町 民生委員 1 44ノ【

御浜町 イ子雌 2 34ノ代ヽ

紀宝町 報 1 101人

て革言十 20 1,111ノ八ヽ

( 1 ) 認 知症 サ ポー ター養成講座 の内容

認 知症 の定義 、認 知症 の中核症状 、認知

症 の経過 、サ ポー ター の役割 、地域 での見

守 り等 を講義 した。

( 2 ) 参 加 者 ア ンケー トよ リ
ー
部抜粋

大変勉強 になつた。結婚生活 5 0 年 。夫 も 7

8 歳 。 同 じこ とを何度 も何度 も説 明 しない

と納得 で きない時 が たまにあ り。 そ ろそ ろ

か しら ? と 最近気 を付 けてい ます。 自分 も

必ずや つて来 るこ とです。助 け合 い頑 張 り

たい と思 い ます。

認 知 症 に つ い て 曖 味 だ つ た こ とが 、接 し

方 ・家族 の過 ご し方 な ど大変分 か りま した。

自分 もいつ か夫 もいつ か と心配 な毎 日です

が、少 し気楽 にな りま した。

認 知症 の人 に対す る受 け応 えについて、新

しい発 見 、今後 のサ ポー トに活 か したい。

Ⅳ . 今 後の課題

名張市認知症地域支援体制構築推進事業は、

紙 芝居等 の教材 の開発 を活 か し、地域拠点であ るまちの保健室職 員が地域 において少人数

単位 での講座 を開催 で きるよ う必要時支援 を行 ってい く必要 ある と考 える。 また、二重 県

内認知症啓発事業へ の支援 につ いては、名 張市での支援経験や各地 で講座 開催 し得 た情報

を活 か して、県や 市町 の要請 に応 じて、情報提供や協力 を行 つてい く必要 が ある と考 える。
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5 .外 国人の保健医療サポー トシステム開発事業

担 当者 !  橋本秀実、村鳴正幸、佐々木由香、山路由実子、伊藤薫

【事業要 旨】

平成 1 9年末における二重県の登録外国人数は 5 1 , 6 3 8人(前年比 4 . 7 %増)と過去最高を更

新 している。県内総人口に占める外国人の比率は 2 . 7 %、全国第 3位 とな り、県の地域保

健を考える上で外国人に対する保健医療はいまや無視できない問題を抱えている。平成 1 9

年度は地域交流研究センター課題研究事業 として 「二重県における外国人医療の実態調査

と支援ネ ッ トワークの構築」をテーマに二重県内の医療機関ならびに保健師を対象 として

実態調査を行つた。その結果、県内各地域で外国人の保健医療サービスの需要があ り、求

められる内容に地域差はあるものの保健活動の充実に向けてさらなる対応が求められてい

る実態が明らかになつた。そこで、本年度は将来的に外国人の保健医療サポー トシステム

を開発することを視野に入れ、保健師を中心に した実態調査の詳細な検討を加えることに

より、保健師の立場から見た地域における外国人保健サー ビスの実態 と問題を明 らかにす

ることを目的 とした研究を行つた。

【地域貢献のポイ ン ト】

外国人へ保健サー ビスを提供する側の問題点を明らかにし、そのサポー トシステムを開

発することで、現場で 日々さまざまな問題に直面 している保健師活動の質の向上、保健師

のス トレスの軽減を図ることができると考えられる。

また、二重県内で増加の
一途をたどる外国人に対する保健医療の実態を把握 し、サポー

トシステムの開発に着手することにより、将来的に二重県内の外国人が適切な保健医療サ

ー ビスの提供を受けることができるようになることが期待 され、地域の健康増進に貢献す

ることができると考えられる。

.活 動 目的 ・目標

平成 1 9年度実施調査 「二重県保健師の地域在住外国人への保健活動についての実態調

査」の質的 ・量的な分析、検討を加え、保健師の立場か ら見た地域における外国人保健サ

ー ビスの実態 と問題を明 らかにする。また、実態調査か ら明らかになった問題に焦点を絞

り、地域で働 く保健師からの聞き取 りを行 うことにより、サポー トシステムの構築に向け

て保健師サイ ドか らのエーズを明らかにする。

.活 動内容お よび経過

1 .平 成 1 9年度実施調査 「二重県保健師の地域在住外国人への保健活動についての実態調

査」の質的 ・量的な分析 、検討 をすす めた。

地域 で働 く保健師か らの聞き取 り調査 を実施 してい る。
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I I I . 活動の成果

1 .平 成 1 9年度実施調査 「二重県保健師の地域在住外国人への保健活動についての実態調

査」の質的 ・量的な分析、検討

1 )調 査結果の量的な分析、検討お よび結果の発表

昨年度の調査分析後に回収 された結果を含めた分析、検討 を行い、第 6 7回 公衆

衛生学会 (平成 2 0年 1 0 月 、福岡)に おいてその結果を発表 した。

2 )質 的分析 と検討

昨年度の調査 (有効回答 2 7 8 ) の 自由回答部分について分析 した。回答部分を意

味のある文あるいは文節で区切 り、同 じよ うな内容のものを集めて、カテ ゴリーに

分け、 さらにコアカテ ゴリーを抽出 した。カテ ゴリー化は二人以上の共同研究者で

行い、結果は共同研究者全員で分析 した。以下の文中では、カテ ゴリーは< >、 コ

アカテ ゴリーは 【】で表す。

相手のニーズがわかりにくい

雷業の問題 ＼ 、

舛国での医療の情報
＼賀,tヽ    /

お互いに理解できない

ニュアンスが伝わらない

通訳の問題

(外国語対応の)パンフレット

等がない

にくいこと】があげられた (図1 、表 1 ) 。

図 1 外 国人 とのコ ミュニケー シ ョンで困難 な こと

ミュニケー シ ョンで困難だった こと

( 1 ) 保 健 活動 を行 う中で、

外 国人 との コ ミュニケー

シ ョンで困難 だった こ と

保健活動 を行 う中で、外

国人 との コ ミュニケー シ ョ

ンで困難 だ った こ とを 自由

に記述 して も らった回答 で

は、 < 言 葉 の問題 > 、 < 生

活 ・文化 の違 い > 、 < 外 国

での医療 の情報 がない > こ

とから 【相手のニーズがわかり

保 健 活 動 を行 う中で 、外 国人 との コ

生活・文4との

さ`い ノ

食習慣

価値観`考え方

生活習慣

稼ぐことが優先

保健医療システムの

違い

コ ア カ テ

ゴ リー
カテ ゴ リー サブカテ ゴ リー

相 手 の ニ
ー ズ が わ

か り に く

い

言葉 の問題 お互いに理解 できない

ニ ュア ンス が伝 わ らな い

通訳 の 問題

パ ン フ レッ ト等 が な い

生活 ・文化の違い 食習慣

生活習慣

価値観 ・考 え方の違↓

稼 ぐこ とが優先

保健医療 システムの違 V

外 国での医療 の情報がない 外国での医療の情報がなし
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( 2 ) 外 国人へ の保健活

動 で困 つた こと

外 国人への保健活動

で具体的 に困 つた内容

に関 しては、 < 文 化 ・

習慣 の違 い > 、 < 言 葉

の問題 > 、 < 外 国人 に

関す る情報 不足 > 、 <

医療 に関す る情報 の不

足 > 、 < 外 国人登録 の

問題 > 、 < 経 済的問題

> か ら、【管理 ・指導が

困難】であることがあ

げられた (図2 、表 2 ) 。

保健医療制度の違い

育児方法の違し

生活習慣の違い

文化・生活の違い

図 2  外 国人 へ の保 健 活動 で 困 つた こ と

理解できないブしてもらえない

管理・指導が困難
通訳の協力が得られない

通訳とプライバシーの問題

療に関する情報の不足

予防接種歴不明

予防接種方法の違い 外国人の受ける市民サービス

表 2  外 国 人 へ の保 健 活 動 で 困 つた こ と

テ力

・

ア

リ

コ
　
コヾ

カテ ゴ リー サブカテ ゴ リー

管理 ・指導

が困難

文化 ・生活の違い 保健医療制度 の違↓

育児方法の違 ↓

生活習慣 の違い

言葉の問題 理解できない/して もらえない

通訳の協力が得 られない

通訳 とプ ライバ シー の 問題

外国人に関す る情報不足 支援ネ ッ トワーク情報

外国人の受 ける市民サー ビスがわか らな↓

医療 に 関す る情 報 の不 足 予防接種歴不明

予防接種方法の違し

外 国人 登録 等 の 問題 ビザ ・住民登録 の問題

住所把握 が 困難

帰 国 に よる治療 中断

経済的問題 保険未加入

仕事優先

( 3 ) 外 国人への保健活動で所属する地域において有効な対応

外国人への保健活動に関 して所属する地域で有効な対応 については、 <体 制の

整備 >、 <人 材 の育成 >、 <情 報の整備 >、 <地 域での交流 >な どを行い、【地

域の理解】を得 ることがあげ られた (図3、 表 3 )。
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人材の育成

資料(パンフレット等)

の整備
保健師のスキルアップ窓日の設置・周知

社会資源の把握口活用
(外国人)ボランティアの養成

外国人への情報発信

テ力

・

ア
リ
コ
ゴ

カテ ゴ リー サ ブ カ テ ゴ リー

地 域 の 理

角4

体 制 の 整 備 窓 日の 設 置 ・周 知

連携 の必要性

人材 の育成 保 健 師 の ス キル ア ップ

( 外国 人 ) ボ ラ ン テ ィ ア の 奏 威

情 報 の整備 資 料 ( パンフ レッ ト等 ) の 整 備

社 会 資源 の把 握 ・活 用

外 国人へ の情 報発 信

地域 で の 交流 地域 で の 日本 人 との交流

1 中間 作 り

外 国 人 日 士 の 交 流

地域 へ の啓発

図 3 外 国人への保健活動で有効な対応

表 3  外 国人への保健活動で所属す る地域 において有効な対応

2 , 保 健 師 の聞 き取 り調査

昨年度 の実態調査 か ら明 らか になつた外 国人へ の保健活動 の問題 点 について、保健 師

のエー ズ を明 らか にす るため、聞 き取 り調査 を実施 してい る ところであ る。

I V . 今 後の課題

現在実施 している保健師への聞き取

動 を行 うにあたつて必要 としているこ

ある。

り調査 の結果 を分析 して保健 師が外 国人へ の保健活

とを明 らかに し、サポー ト体制 を考 えてい く必要 が
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6.二 重いでんネ ットワーク支援事業

担 当者 : 二村 良子、竹本二重子

学外協力者 : 中谷  中 ( 二重大学医学部附属病院) 、佐藤里絵 ( 二重県立総合医療セ ンター) 、

福島千恵子 ( 二重大学医学部附属病院) 、望木郁代 ( 二重 中京大学短期大学部) 、

松尾百華 ( 二重大学医学部附属病院)

【事業要旨】

二重県内の遺伝医療に携わる医師、看護師、心理士等が集 まり、立ち上げられた 「三

重いでんネ ットワーク」が行 う、二重県内の遺伝医療 ・遺伝看護の推進 ・発展のため

の活動を支援する。

【地域貢献のポイン ト】

1 ) 二 重県内の医療職者を対象に遺伝に関する知識の普及 ・啓発に寄与。

2 ) 遺伝カウンセ リングに携わ り、二重県内の遺伝医療サービスの質的向上を図る。

行

1

活動 目的 ・目標

二重 県 内の遺伝 医療 ・遺伝看護 の推進 ・発展 のために、「二重 いでんネ ッ トワー ク」が

う活動 を支援す るこ とを 目的 とす る。

. 遺 伝 医療 に関す る情報交換 、相互理解 のための交流推進活動 を行 う。

遺伝看護検討会 の開催 ・運営 の支援

。遺伝 医療 に関す る能力 向上 ・啓発 ・広報 に関す る活動 を行 う。

二重 県内各施設 に出向いての公 開学習会 の開催

. 遺 伝 医療 サー ビスの質的向上 を図 る。

遺伝 カ ウンセ リングを実践 し、相談活動時 の支援。

H . 活 動内容お よび経過

ヒ トゲノム解読作業が完了 し、その成果をもとに新たな遺伝医療が展開され、遺伝医

療の専門化 ・複雑化が進んでいる。 し か し、遺伝医療においては倫理的に解決の難 しい

問題に直面す ることがあるため、さまざまな情報提供のもとに意思決定が行われ る体制

が必要 とされている。そのため、さまざまな職種によるテームでの関わ りが重要になつ

てきている。二重県においても遺伝カウンセ リング外来が開設 されたことを受けて、臨

床遺伝専門医、看護職者、臨床心理士、臨床検査技師な どがチームを組み、遺伝カウン

セ リングを行 つている。 これ らのチームにおいて遺伝医療に関する情報交換や看護職者

の能力向上の機会や二重県内における遺伝医療 ・遺伝看護の普及 ・啓発活動が必須であ

るとの認識か ら、「二重いでんネ ッ トワーク」を立ち上げ、さまざまな活動を展開 してい

る。本事業は、「二重いでんネ ッ トワーク」の活動を支援す ることであ り、以下に活動内
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容 を示す。

. 遺 伝 医療 に関す る情報交換、相互理解のための交流推進活動を行 う。

1 ) 遺 伝看護検討会の開催 ・運営の支援

遺伝看護検討会 とは、遺伝医療に関す る情報交換や遺伝医療に関わるチームメンバ

ーの能力向上をめざして毎月 1 回  第 3 火 曜 日に本学において、開催 している。

本検討会においては、その月に遺伝カ ウンセ リング外来において行われた遺伝カ ウ

ンセ リング事例についての検討や、公開学習会の企画や準備などの運営上の検討や

実施後の評価 を行つている。

. 遺 伝医療に関す る能力向上 ・啓発 ・広報に関す る活動を行 う。

1 ) 遺 伝 医療 ・遺伝看護 に関する公開学習会の開催

「二重いでんネ ッ トワーク」が主催で、「知っておきたい遺伝の話」として公開学習

会を開催 している。今年度は、公開学習会を 4 回 開催 した ( 2 月現在、 2 回 開催、 3

月 に 2 回 開催予定) 。

2 ) 「 二重いでんネ ッ トワーク」のホームページの立ち上げ

「二重いでんネ ッ トワーク」の取 り組みの紹介や公開学習会の案内な ど広報活動の

一環 として、「二重いでんネ ッ トワーク」のホームページを開設 した。

3 ) 日 本遺伝看護学会において、「二重いでんネ ッ トワーク」の活動に関す る研究に

ついて、 日頭発表を行 う。

二重県における、遺伝医療 ・遺伝看護の現状 と 「二重いでんネ ッ トワーク」の取 り

組みについて、日本遺伝看護学会第 7 回 学術大会において、「遺伝カ ウンセ リング実践

のためのシステムづ くり」 とい うテーマで 口頭発表を行った。

3 . 遺 伝医療サー ビスの質的向上を図る。

遺伝カ ウンセ リングに看護職者 とし

に遺伝子検査を行 うとい うことではな

とか ら、検査の意味を十分理解できる

った。

て陪席 し、遺伝的問題 を抱えた人に対 して、単

く、心理社会的、倫理的な問題 を含んでいるこ

ように、適切な情報を提供 し、必要な支援 を行

I I I . 活動の成果

1 .遺 伝医療に関す る情報交換、相互理解のための交流推進活動を行 う。

1 )遺 伝看護検討会の開催 ・運営の支援

毎月 1回  第 3火 曜 日に本学において、遺伝看護検討会を開催 している (毎月第

3火 曜 日 1 8 : 0 0 ～ 2 0 1 0 0 ) 。 1 回 の遺伝看護検討会において検討事例は、月に 2

～ 3例 であ り、遺伝子検査を受ける前のカウンセ リングにおける対応内容について

の検討や検査後の結果を伝える場面における対応についての検討 を行つている。家

族性大腸腺腫症 ( F A P ) や 染色体異常の相談が多 く、他に、遺伝性難聴や薬剤感受

性検査な どの相談 も行われた。
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2. 遺伝医療 に関す る能力向上 ・啓発 ・広報に関す る活動

) 公 開学習会の開催

平成 2 0 年 度は計 4 回 の開催 とな り、 1 回 の参加者は 2 0 名 ～3 0 名 程度 となってい

る。これまでの公開学習会終了後に実施す るアンケー トにより、「身近なテーマで、事

例を交えた内容に して欲 しい」などの要望を受けて、第 6 回 の公開学習会は、「染色体 ・

病気 ・ケア」一ダウン症候群 を中心に一とい うテーマを設定 した。医師の立場か ら、

遺伝専門医が 「染色体異常を見かけた ら」 とい うテーマで、染色体異常にいての基礎

知識についての話を行い、助産師の立場か らとして、助産師が 「染色体異常のお子様

をもつ ご家族へのケア」 とい うテーマ とし、染色体異常出生時における家族への関わ

りについて、これ までの臨床経験か らの学びの話であつた。 さらに、今回は、親の立

場か らとして、ダウン症児親の会の会長の方にも、子 どもが生まれてか らの気持ちの

変化や どのように子 どもにかかわつてきたかの実際を話 していただ く機会を設 けた。

また、 さらに、今回の演者 3 名 によるシンポジウム形式 も取 り入れ、参加者 とともに

話 し合いの時間をとるよ うに した。

第 6 回 公開学習会の参加者は、3 3 名 であ り、ダウン症候群 を中心にとい うテーマ設

定で行 つたため、周産期関係の参加者が多かった。

第 6回 公開学習会 (平成 2 0年 9月 1 3日 開催 )

ン

の

的

の

で

分

え

る

く

わ

意

また、第 6 回 の公開学習会は、ダウン症候群の親の会の方に講演をいただき、ダウ

症候群の親 として、その子が出生 してか ら、これまでの子 どもへのかかわ りや、そ

時々の母親 として、家族 としての気持ちの変化、求められ る支援な どについて具体

に話 され た。 それ について、参加者 か ら

ア ンケー トによる と、「自分 自身 の これ ま

の関わ りを振 り返 りなが ら、 これ か ら自

が助産師 と して ど う関わ るべ きなのか考

させ られ る機 会 とな り、今後 の参考 にす

こ とがで きた。」 「子 どもたちを支 えてい

必要性 を感 じた。」 「出産後 の母親へ の関

り、支援 につ いて勉 強 になつた。」等 の

見が あつた。

今 回、当事者 の話 を直接 聞かせ ていた
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だ く機会をもつことで、看護職者は、これまでの看護の実践を振 り返 り、さらに看護

の方向性 を考える機会 とな り、有意義であった。今後 も、 さまざまな疾患の家族会や

親の会、当事者 と直接接する機会を積極的に設 けてい くことが必要であると考える。

第 7回 の公開学習会は、知っておきたい遺伝の話  医 師の立場か ら、「家族性腫瘍 :

乳がん、大腸がんな ど」、看護師の立場か ら 「遺伝看護への身近な取 り組み と看護マネ

ージメン ト」 とい うテーマであった。

2 )「 二重いでんネ ッ トワーク」のホームページの開設

「二重いでんネ ッ トワー ク」のホームページを開設 し、「二重いでんネ ッ トワーク」

の活動を県内に広報 してい くことが必要である。

公開学習会の案内や 当事者 グループや親の会の紹介な ど連携先について、紹介がで

きるよ うに今後、ホームページの充実を図つてい く必要がある。

3 )日 本 遺伝 看護 学会 にお いて、「二重 いでんネ ッ トワー ク」 の活動 に関す る研 究

の 日頭発表 を行 う。

二重県の遺伝医療 ・遺伝看護 は全国的にみても後発であるが、「二重いでんネ ッ トワ

ー ク」として、二重県内の取 り組みの紹介 として、「遺伝カ ウンセ リング実践のための

システムづ くり」 として発表 したことに対 して、 さまざまな職種がチームを組み、活

動 しているとい うことについて、他施設か ら関心を示 され、ネ ッ トワーク設立の経緯

や活動状況について質問や意見をいただいた。他施設の取 り組み と比較 しなが ら、活

動の課題等 を明確に していき、 さらなる活動の発展の必要性 を感 じることができ、県

内の活動の広報 としても重要であつた と考える。

3 .遺 伝 医療サー ビスの質的向上を図る。

遺伝 カウンセ リングに看護職者 として陪席 し、遺伝カ ウンセ リングを進めるにあた

つて、話 しやすい場作 りと関係づ くりに配慮 した。また、臨床遺伝専門医 と協働 し、

現病歴や家系図の聴取を行つているが、必要な情報の聞き逃 しや、クライエ ン トや家

族 に対 して、必要な情報 を丁寧に良いタイ ミングで伝 えられ るよ うに、遺伝カ ウンセ

リング情報シー トの改善な どを行った。

I V。今後の課題

遺伝カ ウンセ リングの実施や遺伝看護検討会を通 して、クライエン トや家族への支援

を評価 し、次の実践にいか し、そこでの知見をもとに、県内医療者等に公開学習会の開

催 などにより遺伝医療 ・遺伝看護の普及 ・啓発が重要であると考える。

公開学習会の開催においては、参加者が増加す るために、看護職者の求めている遺伝

医療 ・遺伝看護 に関す るニーズを把握 し、必要なテーマで開催できるよ うに、公開学習

会の内容や開催場所な どの検討が必要である。
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Ⅲ.教 育 ・研修開発および

産学官民共同研究



1 .研 修支援プログラム

1)看 護研究の基本ステップ

担 当者 :斎藤真、山口和世、竹本二重子、小池敦、日井徳子、野呂千鶴子、伊藤薫

学外協力者 :佐 甲隆 (伊賀保健所長、前二重県立看護大学教授)

【事業要 旨】

二重県内で働 く看護職者へ看護研究の基本 となる講義の実施を通 して、看護研究の

基礎力を育成 し、看護の質の向上に資す ることを目的す る。

【地域貢献のポイ ン ト】

二重県内全域の看護職 を対象 とした看護研究の基礎講座 を開催することによ り、看

護研究への意欲 ・技術の向上を目指す ことが期待できる。また参加者は講座受講後、

看護研究発表会への参加 を果たすな ど継続 して看護研究に取組 める意識 を高める契機

と考え られ る。

I .活 動 目的 ・目標

看護の 日常業務の中か ら研究テーマを見つけ、研究に取組むための看護研究の基本を

身に付ける基礎講座 を通 して、看護研究への取 り組み意欲 ・技術の向上を図 り、ひいて

は 日常業務の質の向上に資す る。

工.活 動内容お よび経過

平成 2 0年 8月 ～ 1 1月 まで、月 1回 (計 5回 ) 8 講 義を行つた。詳 しい 日程お よび内

容は表 1参 照。

表 1  看 護研 究の基本 ステ ップ 日程表

回 数 日程 ア
ー マ

担 当教員

第 1 回 8 月 7 日( 木) 日頃 の疑 間 を研 究 に繋 げ よ う 1
佐甲隆 ・伊藤薫

研 究計画 の立て方 と書 き方 臼井徳子

第 2 回 9 月 1 1 日( 木) 質的研 究 竹本 二重子

文献検索について 伊藤薫

第 3 回 10月  10日 (金 ) 英論文 の読み方 山 口和世

量的研 究
小池敦

第 4 回 1 1 月 1 4 日 (金) パワーポイン トによるプ レゼンテーシ ョン
野 呂千鶴子

統計は怖 くない !
一エクセルを使 つて、楽 しく統計解析一 斎藤真
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活動の成果

1 . 参 加 希望所属機 関等 につ いて

二重 県 内 2 2 施 設 ( 国立病院 3 施 設 、

1 1 施設 ) か ら参加 希望 があ り、4 1 名 の

市町立病院 5 施 設、民間病院

詳細は図 1 参 照。

県立病院 4 施 設 、

参加 を決 定 した。

f 東員町

富 田浜
四
帯輩 四

度会町

親8町

市民病院 1名

名、四日市社会保険病院 2名

病院1名、県立総合医療センター2名
伊賀市上野総合病院

岡波総合病院 2 名

録

/
＼汽、フ/ア

/亀
山市

大台町

／
１

革 ‐t賀
市
 ‐

だ〆ヽ
、ヽｆｋＪジぉ４▼ｒ＞‐岱メ宇ぐ

院 1 名

ゴ
績野市 ぴ
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2 . 参 加者 ア ンケー ト結果について

実施後 に内容 についての満足度 を問 うアンケー ト調査 を行 つたが、おおむね好評 で

あった。 ア ンケー トは最終回 ( 1 1 月 1 4 日 ) に 参加 し、アンケー ト記入 に同意 された

3 5 名 について回答結果 を以下にま とめた。

1 )  参 加者 の基本本属性

参加者 の年齢 区分 を図 2 、 経験年数 を図 3 、 職務上の位置づけを図 4 に 示す。

50歳 代
20年 以上

図3経 験年数

師長 1人 (29%)

)|||||||||||||||||111111

主任・

8 人(

副主

1人 (

図4職 務上の位置づけ

2 )  講 義 内容 について

図 5講 義内容

3 )研 修 の期間や時間について

図5研 修の期間や時間

【講義内容 に関す る意見】

>  難 しい部分や時間が足 りない部分があつた。

>  内 容 が若千難 しかつた。

>  研 究 のテーマ探 しにつ いて もつ と詳 しく具体

的に聞きたい。

>  色 々勉強になることも多 く、研究に対す る思い

が前向きになつた。

>  と て も丁寧 に教 えて頂 けた。

>  こ の よ うな教育 を以前受 けたが とて も難 しい

内容でつ らかった。今回の内容 はわか りやすか

った。

【研究期間 。時間に関す る意見】

>  半 日でな く、
一 日でや つてほ しい。

>  1 つ の研修が 1時 間を超 えて くると集 中力

が欠けて しま うので、休憩 を とつてほ しか

った。

>  も う少 し早 い時期 に開催 して くれ る とあ

リカミたい。

>  も う少 し長い期間で してほ しい。毎月来 る

のが楽 しかった。
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5 ) 本 事業 についての意見 ・感想について

>  統 計は、今までで一番わか りやすい講義であった。

>  統 計のみの講義を してほ しい。

>  統 計 をもう少 し時間をかけて、実践で使 えるよ うな内容で してほ しい。

>  パ ソコンを使用 した り、グループワークがあったのがよかった と思った。

>  研 究計画書に至るまでの研究への取 り組み方をどう準備 してい くかが重要であ

るとつ くづ く感 じた。

>  個 別 に相談できる環境があ り、よかつた。

>  と ても親切でよかつたです。次回来るのが楽 しみです。

>  大 学で学ぶチャンスがなかったので大学で研修 を受けてよかつたです。

>  と て も楽 しく気分転換にもな りま した。

>  全 く研究 とい うものがわか らなかつたけれ ど、「さわ り」くらいは理解できた気

が します。実践す る機会があるので、ここで得た知識 を活用 して意欲の向上に

努めたいです。

>  院 内では本講座のよ うに詳 しくは学べないので、多 くの人に本講座 を受けても

らいたい。

>  研 究発表会は秋 ごろに多いので、春に集 中 して実施 してほ しい。

>  聞 きたい講義だけを聞けるスタイルに してほ しい。

6 )本 事業以外についても、地域交流研究センターに期待す ること

>  施 設内での研修会の講師 として来て頂きたい。

>  託 児があればよい と思つた。

>  い ろいろな研修 を企画 していただいいた ら、ぜひまた参加 させていただきたい

と思つた。

I V . 今 後の課題

参加者の参加動機 として、「上司に勧め られた」「院内の看護研究委員を担 当している

ため」「研究を後輩に指導す るため」等個人の自発的な参加動機 よりも組織的に取 り組む

ための必然性か ら参加 されている方が大半であつた。本講座 も開設か ら 3年 目を向かえ、

二重県内の施設やその管理者か らは、「看護研究の基礎 を学ぶ講座」として認知度が高 く

なってきていると感 じられた。また参加者か らは、「看護研究を楽 しく学べ、毎回受講す

ることを楽 しみに していた」等の声が直接聞 くことができ、当初は業務の一環 として参

加 していた方々も看護研究を学ぶ楽 しさを感 じ、意欲の向上につながつた と思われた。

来年度への期待 として、看護研究の基礎講座のみでな く、「統計J「量的研究」「質的研

究」等分野 ごとに深めてい く講座の開設 を望まれている参加者 も多 く、また過去に参加

された受講者か ら 「看護研究基礎講座の次のステ ップ となる講座 を検討 してほ しい」等

の意見 も寄せ られている。 よつて、来年度の課題 として、看護研究の基本講座の継続実

施 とともに、新たに 「看護研究の手法を詳 しく学べる講座」を追加実施 してい くことを

検討 して く必要性があると考える。
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V . 看 護研究の基本ステ ップの講義内容を発展 させ る試み として遠隔授業の実施

看護研究の基本ステ ップの講義内容を二重県内南部医療機関 2 箇 所 ( 県立志摩病院、紀

南病院) と 連携 し、遠隔授業を試行 したので、以下に報告する。但 し、本プロジェク トは、

独立行政法人化に向けた学長特別プロジェク トとして試行 した。

1 . 遠 隔授業実施内容

回 数 日程 ァ
ー マ 担 当教員

第 1 回 1 0 月3 日( 金) 研究計画の立て方 と文献検索について 伊藤薫

第 2 回 10月  17日 (金 ) 量的研 究 小池敦

第 3 回 月 7 日 ( 金) 質的研 究 竹本二重子

第 4 回 1 1 月 2 1 日 (金) エ クセル を使 つて楽 しく統計解析 斎藤真

第 5 回 1 2 月 5 日 住生) パ ワーポイン トによるプ レゼ ンテァシ ョン 佐 々木 由香

2 . 実 施 場所

本学大学院棟 3 階 で担 当教員 に よる講義 を行 い、県立志摩病院 と紀南病院ヘテ レビ会

議 システ ムに よ り配信 した。 なお 、紀南病院実施時 には、尾鷲総合病院 ス タ ッフ も参加

した。

3 . 参 加 者数

回 数 日程 志摩病院 尾鷲総合病院 紀南病院

第 1 回 1 0 月3 日 ( 金) 1 4名 1 1 名 4 7名

第 2 回 10月  17日 (金 ) 16名 9名 34と名

第 3 回 1 1 月7 日( 金) 18名 10名 28と名

第 4 回 1 1 月 2 1 日 (金) 22と名 1 1 名 17名

第 5 回 1 2 月 5 日 ( 金) 17名 8名 27名

合 計 87名 49,名 153名

3 .  参 加者 アンケー ト結果

実施後に内容について、アンケー ト記入に同意 された方 3 5名 について回答結果をま

とめた。講義内容については、満足 3 7 . 1 % ( 1 3名 )、やや満足 6 0 , 0 % ( 2 1名 )、やや不

満 2 . 9 % ( 1名 )で あつた。今後 も遠隔授業に参加希望については、参加 したい 4 0 . 0 % ( 1 4

名 )、できだけ参加 したい 5 7 . 1 % ( 2 0名 )、あま り参加 した くない 2 . 9 % ( 1名 )で あつ

た。以下、遠隔授業に関する意見や感想等についての自由記載事項を一部抜粋 した。

>  直 接意見交換が出来てわか りやすかつた。

>  実 際に大学に行かなくても授業が受けられ ることが とてもあ りがたかつた。

>  慣 れないので少 し違和感 はあつたが勉強になった。

>  受 講時疑間に思つた事 をその場で質問でき答 えて頂けるメ リッ トと長時間かけ

ていかな くてもすむメ リッ ト (安全性 、経費、多数の人数参加等)を 実感 した。

>  統 計学な ど研究に必要なテーマをもつと詳 しく講義 してほ しい。

>  医 療事故や感染等に関す る講義 も行つてほ しい。

>  感 染や緩和ケアについて学びたい。

4 .今 後の課題

本学 と地域機関 との積極的な交流を行 うテ レビ会議 システムを看護研究の基本ステ ッ

プのみでなく、他の事業にも活か し、センター事業を発展 させていきたい。
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5 , 新 聞掲載記事

伊勢新聞 平 成 2 0 年 1 0 月 5 日 掲載

中 日新 聞  平 成 2 0年 1 0月 5日 掲載
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2 )夢 が丘県民講座

～ケアする人のセルフケアセミナー～

担 当者 : 伊藤薫、 日比野直子、灘波浩子

【事業要 旨】

近年、ケアす る人のケアについて注 目され、その重要性があげられている。しか し、

二重県においてはケアす る人のセルフケアについてまだ十分に認識 されていない現状

がある。そ こで本事業では様々な場面で、ケアに携わつている人 ( 看護職 、ケアマネ

ジャー、ヘルパー、介護福祉士、家族介護者等) の 計 3 0 名 を対象 として、講演、演

習、ワークシ ョップな どを通 して、ケアする人 自身がケアされ ることの重要性 につい

て体験的に学ぶ機会を提供 した。

【地域貢献のポイン ト】

ケアす る家族や看護師 ・介護士等専門職の うつ病やバーンア ウ トが問題 になってい

る。二重県内においても同様の問題が指摘 されている。 これに対 してケア され る人 も

ケアされなければな らない とい う認識 とともに、各 自の職場で自らをケアす ることの

重要性 について浸透す ることが期待 され る。この事業によつて、家族 をケアす る家族、

看護師介護士等、職業 としてケアに従事す る方々へのス トレスやバーンア ウ ト防止ヘ

の一助 とな り、ケア環境お よびケアす る人の健康の重要性 を考える契機 を提供できた

と考える。

. 活 動 目的

ケアする人のセルフケアについて十分浸透 していない二重県内において, ケ アす る人

自身がケア されなければならない とい う考えを県内に浸透 させてい くことを目的 とす る。

. 活 動 内容お よび経過

平成 2 0 年 1 0 月 ～ 1 2 月 まで、月 1 回 ( 計 3 回 ) 6 講 義 を行 った ( 表 1 ) 。

表 1  セ ミナーの概要

開催 日 研 修 内 容 講  師

1 0 月 8 日

( 水)

イ ンフォ メー シ ョンお よび ワー クシ ョップ

「ケアす る人」 の出会 い

二重県立看護大学

伊藤薫

ワー クシ ョップ

「歌 と音 を楽 しみ 、豊 な時間 を」

音楽療 法 士

伊沢径世氏

1 1 月 1 9 日

( 水)

講演お よび演習
「自己への気づきを体験 しよ う ! 」

保 健 師 ・交流分析 士

山 口節 子 氏

ワー クシ ョップ

「歌 と音 を楽 しみ 、豊 な時 間 を」

音楽療法士

伊沢径世氏

1 2 月 1 7 日

( 水)

講演お よび演習
「よりよい対人関係 を築 くために」

保健 師 ・交流分析 士

山 口節 子 氏

講演お よび演習

タ ッピング ・タ ッチ
～ふれ あい、ケア しあ う方法を学ぶ～

ホリスティック心理教育研究所

中川―郎氏
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I I I . 活動 の成果

参加 者 に対 して本セ ミナー終了時 に、セ ミナー につ いての感想 を求 めた。 3 0 名 中 2 8

名 か ら回答 を得 られ た。 以下 に概 要 を示す。

1 . 回 収 率 ・参加 者 の属性 ( 年齢 ・立場 )

参加者 の年齢 お よび立場 を図 1 、図 2 に 示す。

御歳ボツ吐サ名 e.%)刻 歳飛1名に%)

駒歳代6名 Q

図12効帥
歳代28名磁。P/。l

その他2名 17.1の

毅

1名 名(17.助0

図2参加者の立場   ″
マや
ド
Ⅲl°名衛 .70/Ol

2 . 講 座 内容 に対す る満足度について

講座内容 に関 しては、音楽療法士によるワークシ ョップや タッピングタッチの講義や演

習は、全員か ら 「満足」 との回答を得た。その他の講義についても、約 8 0 % の方か ら 「満

足」 との回答 を得た。

3 .自 由記載か ら一部抜粋

>  現 在、 さまざまなス トレスを感 じてお り、この時間だけでも癒 された感 じでよかった

です。

>  良 いケアを提供す るためには、まず 「自ら」 とい うことがよくかわ りま した。

>  ケ アす る側のス トレス発散にな りま した。マ ッサージはす ごく役に立つ と思います。

同 じ職員同士でや りたいです。

I V . 本 事業に対す る評価 と今後の課題

今回の参加者は 3 0代 、4 0代 が多 く、仕事や家庭でも様々な課題やス トレスを抱えて参

加 していた。多忙のためセ ミナー開始時間に遅れ る方 も多 く、3回 連続で参加できた方は

約 6 0 % で あつた。昨年度の実施結果か ら,今 回のセ ミナーは 3回 シ リーズで企画 した。そ

の理由は、ス トレスを抱 えた対象者が,  この 3回 を通 して、セルフケアの必要性 を感 じ、

方法を体験す ることで、さらに職場や家庭においてセルフケアについての啓発活動につな

げてい くことが望ま しい と考えたか らである。 しか し,ケ アの現場に立っている参加者に

とつては,  3 回 を通 しての参加が困難であると思われた。

ケアに携わる職種の離職は社会的にも問題 になつてお り、ケアす る人のケアの必要性 は

高 く、職場や地域へ出前講座 として行つてほ しい との要請が県内 3箇 所か らあつた。本セ

ミナーの主旨であるケアす る人のケアの重要性は、認識 されつつあると考えられ る。今後

の課題 として、セ ミナーの出前講座等のスタイルの変更 も課題 と考える。
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2.研 究支援プログラム

1)特 定地域研究支援 :山 田赤十字病院

担 当者 :永 見桂子

【事業要 旨】

本事業は、地域交流研究セ ンターの組織変更に伴い、平成 1 8 年 度 よ り研究支援プ

ログラム特定地域研究支援 として継続 されたものであ り、今年度で 3 年 目となる。

山田赤十宇病院看護部では、研修推進チーム会が中心 となって、院内看護職の研修 ・

研究活動支援に取 り組んでお り、研修推進チーム会 との連携のもとに、実践現場での

エーズにそつた研修 ・研究活動の支援方法を検討 してきた。本事業を通 じて、短期的

な研究に留ま らず、研究課題 をさらに深め、継続的な研究活動へ と発展 してい く取 り

組み もみ られ、研究活動の活性化において一定の役割 を果たせたもの と考える。

【地域貢献のポイ ン ト】

山田赤十年病院での研修 ・研究活動支援を通 じて、看護職の研究への意欲 を高め、

研究遂行能力の強化 を図る。看護研究活動か ら得 られた成果を看護実践に還元す るこ

とにより、地域住民に提供 され る看護の質向上に寄与す ることができる。

. 活 動 目的 。目標

研究支援プログラムの特定地域研究支援の
一環 として、山田赤十字病院での研修 ・研

究活動 を支援す る。

1 . 研 修推進チーム会の研修会企画 ・運営への協力支援 を通 じ連携 を強化す る。

2 . 院 内看護研究グループをサポー トす る看護研究推進チーム員への助言 ・協力を通 じ

実践現場でのニーズに沿つた研究活動支援を図る。

工. 活 動内容お よび経過

1 ` 看 護研 究研修会への協力 ・支援

看護研究小委員会企画の看護研究 正‐② ( 2 年 目以降の看護師対象、キャ リアラダー

エの申請に必要な研修、平成 2 0 年 6 月 1 3 日 ) の 講師を担当 し、1 ) 日 頃の疑問や課

題 を研究テーマに絞 り込むプロセスを理解する、2 ) テ ーマを絞 り込む過程における

文献検討の必要性 と方法を理解する、の 2 点 をね らい とし、講義を行つた。院内看護

職 2 8 名 が参加 し、2 3 名 ( 8 2 % ) か ら 「研究テーマの絞 り込み方について理解できた ・

やや理解できた」、2 1 名 ( 7 5 % ) か ら 「今回の研修で得た知識は、今後の研究活動に

活かす ことができそ う 。ややできそ う」、2 2 名 ( 7 9 % ) か ら 「今回の研修内容は満足

できた 。やや満足できた」との回答を得た。「研究の基本的なことでわか りやすかった」
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が 「事例があるともつと分か りやすい と思 う」などの感想があ り、実際の研究事例を

素材 として具体的なプロセスを示す、デ ィスカ ッシ ョンを取 り入れ るな どの工夫が必

要であつた。

2 .院 内看護研究発表会への協力 ・支援

看護部看護研究小委員会企画の第 6 2回 院内看護研究発表会 ( 1日 目 :平成 2 1年 2

月 2 0 日 、2日 目 : 3月 2日 )の 講評 を行 う予定である。「医療依存度の高い患児の退

院支援の評価」「抗がん剤の取 り扱いについての実態調査一曝露に関す る認識 と防護具

の利用の現状一」「末期癌の通院維持透析患者ケアの困難 さ」など学会発表で研究成果

を公表 している発表者お よび看護研究グループがあ り、看護の質向上を目指 した精力

的な取 り組みが うかがわれ る。

3 .研 究活動支援

院内看護研究グループの研究活動をサポー トす る看護研究推進チーム員への助言 ・

支援 を行 うとともに、「消化器術後患者の在宅支援」に関す る事例研究について、看護

研究推進チーム員を交えた研究相談会 (平成 2 0年 1 0 月 7日 )に て助言を行つた。

I I I . 活動の成果

昨年度までは、院内看護研究発表会での成果発表に至るまでの過程で、進行や内容の

深ま りに差異が生 じてお り、看護研究推進チーム員への研究指導のスーパーバィズや、

適宜、研究グループメンバーヘの直接指導を行つてほ しい との要請があったが、今年度

は直接的な研究相談は 1回 に留ま り、看護研究推進チーム員の努力 と力量に負 うものが

大きい と考えられた。

今後、院内看護研究発表会での講評お よび看護研究推進チーム員 とのデ ィスカッシ ョ

ンを通 じ、活動の評価 を行 う予定である。院内看護研究発表会で発表予定の演題 (抄録 )

は、研究 目的お よび背景の明確化、研究方法の妥当性、 目的 。結果 ・考察の一員性な ど

の課題 は見受けられ るものの、いずれ も実践現場な らではの事実や発見に基づいてお り、

看護研究推進チーム員の活動の成果が反映 されたもの と言える。 山田赤十字病院の看護

職の看護研究に取 り組む意識は高 く、看護実践における研究成果の活用につながつてい

くもの と考える。

I V . 今 後の課題

今年度で研究支援プログラム特定地域研究支援 としての 3年 間の活動を終了す る予定

であ り、年度内に看護研究推進チーム員 とのデ ィスカ ッシ ョンを通 じて活動の最終評価

を行 うこととしている。 当初の看護研究グループヘの直接指導か ら、看護研究推進チー

ム員への助言 ・協力を通 じた研究活動支援に重点を置いた活動へ と変容 してきたが、特

定地域研究支援 とい う本プログラムの趣 旨を鑑み、南勢志摩地域の基幹病院である山田

赤十字病院の特性 を踏まえた活動内容・方法 となっていたか考察することが課題である。
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(2)特 定地域研究支援 :紀南病院

担 当者 :玉 田章 、平野真紀

【事業要 旨】

看護研究 に関す る研修会の多 くは津市や 四 日市な ど二重県中部で開催 され ること

が多い。紀南地域は二重県南部に位置す るため、それ ら研修会へ参加す るためには長

距離を移動 しなければな らない。本事業は、この地域性 を憂慮 し、平成 1 7 年 度か ら

継続 して行っている紀南地域の基幹病院である紀南病院の看護職 を対象 とした研究支

援である。紀南病院で実施 され る看護研究活動について指導 ・支援をすることを通 し

て、同施設の看護職の研究遂行能力を育成 し、紀南地域住民に対す る看護サー ビスの

質的向上をね らい としている。

【地域貢献のポイ ン ト】

看護職が、 日常の看護援助での問題 を研究課題 として研究す ることは看護専門職業

人 としての意識を高める契機 となる。また、研究を継続 して行 うことは看護の質の向

上 として地域の人々に還元 され る。 したがつて、本事業により、紀南病院看護職の研

究意欲 を高めるとともに研究遂行能力や研究的思考が養われ ることによつて、紀南地

域の人々によ りよい看護が提供 され るもの と考えられ る。

I.活 動 目的 ・目標

看護専門職業人 として、臨地での看護の質向上のために看護研究を行 うことは重要であ

る。 しか し、看護師養成課程には様々なコースがあ り、看護研究については全ての看護師に

対 して必ず しも十分な教育がされているとは限 らない。したがって、本事業により紀南病院

における看護研究活動の支援 を行い、同施設看護職の研究遂行能力を育成す ることを目的

とす る。

し

1

. 活 動 内容お よび経過

平成 2 0年 度の活動は、これまでの活動を継続 し、研究指導、看護研究発表会講評等を通

て、紀南病院での看護研究活動を支援 した。

.研 究計画書の指導

実施 日 :平成 2 0年 9月 2 7 日 、 1 0 月 7日

平成 2 1年 度 に発表を予定 している研究計画についての指導を実施 した。今年度は

遠隔授業システムを使用 し、4病 棟 4題 の研究計画に対 して指導を行つた。

.院 内研究発表会抄録の指導

実施 日 :平成 2 0年 1 0 ～1 2 月

平成 2 0年 度の紀南病院看護研究発表会で発表す る研究抄録について、紀南病院看
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護部教育委員 (研究部門)の 事前指導 をふまえ、Eメ ールによる指導を実施 した。 9

病棟 を対象に 9題 の研究課題の抄録について指導を行った。

3 .看 護研究発表会議評

実施 日 :平成 2 0年 1 2 月 1 4 日

平成 2 0年 度の紀南病院看護研究発表会に出席 し、各病棟の看護研究発表に対 して

講評 を行つた。

I I I . 活動 の成果

本事業は平成 1 7年 度 に地域交流研究センターの県民局担 当制事業の うち県民局活動 と

して開始 した。地域交流研究セ ンターの組織変更に伴つて平成 1 8年 度か ら 「研究支援プ

ログラム」 として計画 し、計 4年 に渡つて実施 している。 この結果 として、紀南病院内で

自治的に研究支援が行 えるよ うにな り、院外への研究発表数 も増加 している。今年度は、

院外の学会等で 6題 の発表を行つている。

表 平成 2 0年 度 紀南病院院外研究発表

発表学会等 題 目数

二重県看護協会研究発表会 3

二重 県地域 医療研 究発表会 1

東海北陸地区看護研究学会 1

全国国保地域医療学会 1

I V 。今後の課題

本事業による研究支援により、紀南病院看護部の研究活動は活発 となったが、看護系の

研究者による指導や助言は現在 も必要な状況である。 したがつて、紀南病院内で研究指導

ができる看護職員 を育成 し、研究の質を向上 させ ることが今後の課題である。
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3 .産 学官民共同研究事業

担当者 : 斎藤真、村本淳子

I . 研 究 目的 ・目標

二重県内の企業、地域産業、官公庁、県民等 とともに、それぞれが保有す る人材 、

設備、資金、技術 を有効に活用 し、共通す る技術課題を分担 して、健康や福祉 に寄与

し、二重県内のケアの質を向上 させ ることを目的 とする共同研究を行 う。

工. 研 究内容お よび経過

共同研究の申し出のあったテーマについては、以下の とお りであつた。

研 究テーマ 研 究の概 要等 担 当教員

①

水圧 式駆動 システ ムを用

いた安全 で人 にや さ しい

沐浴装置の開発

本研究は昨年に引き続 き 2年 目である。病院、産

院 な どで新生児 を沐浴 させ る際 に用い る沐浴槽

は、固定 されてお り、このため、多 くの助産師は

沐浴作業の際に、沐浴槽の高 さに自分の身体を合

わせねばな らず、中腰姿勢を強い られている。そ

の結果、沐浴作業時の身体への負担は大きく、ほ

とん どの助産師が腰痛に悩まされてお り、作業姿

勢に配慮 した製品が望まれている。

また、生まれたての新生児を対象 とした沐浴で

あるので、清潔 さにはいつそ うの配慮が求められ

る。 しか し、従来の沐浴槽は固定式であるため、

限 られた範囲で しか洗浄が行えず、そのため、排

水溝な どで雑菌が回着する可能性があ り、脱着式

な どの新たな機構 を有する製品が望まれている。

そこで本学の研究グループにより、沐浴時の作業

姿勢を人間工学的に評価 ・解析 し、身体的な負担

が少 ない沐浴槽高 さの設計値 を明 らかに してい

る。さらに、身体寸法にあわせて高 さ調整 をする

ことで、生体への負担が少 ない ことも明 らかに

し、これ らの研究成果をもとに、企業の技術シー

ズである 「水圧式駆動システム」を応用すること

で、安全で使いやすい沐浴槽の開発を行 う。今年

度 は製 品化への最終段階 としてユーザ ビリテ ィ

や安全性 についての検討 も含 めた総合的な研 究

を行つた。

斎藤真

村本淳子
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1 .

1 )

情報発信

活 動 報 告

( 1 ) 地 域交流研究セ ンター年報 V O L . 1 0 発 行

( 2 ) 平 成 2 0 年 度地域交流研究セ ンターパ ンフレッ ト

学 会 発 表

( 1 ) 演 題 :卒業生サポー トネ ッ トワーク構築 と危機管理時の社会貢献に関する研究

(第 2報 )

発表者 :中 北裕子、 日比野直子、松 田陽子、野呂千鶴子

発表場所 :第 6 1 回 二重県公衆衛生学会 (伊勢市生涯学習セ ンター)

事業名 t夢 が丘ハー トネ ッ トワーク事業

( 2 ) 演 題 :二重県保健師の地域在住外国人への保健活動についての実態調査

2)

( 第 1報 )

発表者 :橋本秀実、深堀浩樹、伊藤薫、馬場雄二、山路由実子、佐 々木由香、

佐 甲隆、村鳴正幸

発表場所 :第 6 7 回 公衆衛生学会 (平成 2 0年 1 0 月 、福岡)

事業名 :外 国人の保健医療サポー トシステム開発事業

3 )リ ー デ ィ ン グ産 業 展 み え 2 0 0 8 で の ブ ー ス展 示

(「み え産 学 官 研 究 交 流 フォー ラ ム」 に参 加 )

日時 :平成 2 0年 1 1 月 9日 (金)～ 1 1 月 1 0 日 (土)

場所 :四 日市 ドーム

内容 :地域交流センターの事業紹介お よび健康相談

相談者数 : 1 2 3 名

担 当 :伊藤薫、本学学生 3名

)平 成 2 0年 度研修会講師な どの派遣

内 容 対 象 日時 場 所 主催者 担当教員

看護研究発

表会

県立病院看

護職員

平成 2 0 年

6 月 2 8 日 ( 土)

1 2 : 3 0 - 1 7 : 0 0

県立看護 大学 病院事

業庁

中村恵

崎山貴代
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平成20年度

一 重 果 虚 霧兼 護 大 学

地 域 交 流 研 究 セ ン タ ー

地域交流研究センターは、明るく豊かな少子 ・高齢社会における 「地域

づ<り 」のため、地上或特性にあった 「地域ケアシステム」の研究開発、ケ

アに関する情報の収集 ・提供など、実際に活用しうる香護支援力法を研究

開発、その研究成果を保健 ・医療 ・福祉機関等に提言 ・提供することによ

り、大学の 「地i或社会への貢献」を目的としています。
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二重県における健康にニーズ、しあわせプランなど行政施策と

関連した課題研究

夢が丘ハートネットワーク事業

夢が丘ハートネットワーク事業は本学の卒業生の支援事業です。卒業生に対する支援を考え、

卒後支援プログラムを検討し、引いては、災害等健康危機発生時に災害支援を行えるようネットワ
ークの基盤整備を目指しています。

■1卒業生の動向調査結果よリー部抜粋
・卒後動向としては、卒後 1年 では困難なことがいろいろあつたが、先輩などに相談し、乗り切り、キャリ

アアップを目指して転職や進学する者があり、自分の職場を模索しながら日々仕事をしている感触がえ

られた。大学に卒後支援の内容として多いものが、「転職や再就職の情報」「卒業生のネットワーク」「看

護系の研修」「メンタルサポート」であることから、本研究の目的として提示した内容と合致している事が

把握できた。

・災害看護や活動に関心は見られている事から大学としてボランティア活動の拠点となるような体制を

とり、積極的に働きかけて行けば十分機能する可能性はあると考えられた。

図 卒後支援として大学に希望する内容 (複数回答)単 位:名

イ国人 研 究 支 援

看 =宝系 の 研 に

4 0

1)夢が丘ハートネット構築

①卒業生支援プログラムの検討

②卒業生口看護職対象の研修会開催

離職予防に向けたメンタルサポート研修会の開催

2)卒 業生社会貢献基盤整備(災害等健康危機管理体制整備)

①災害時に本学が拠点となり、卒業生がボランティア活動等に従事できるよう

体制づくりを行う

②災害時看護研修会の開催(資質向上)

災害時看護研修 予定

3)卒業生支援及び災害看護拠点に関するベンチマーキング

担当教員:野呂千鶴子・日比野直子ロ 子口松田陽子

一-47-―

2 0

や
！　
つ
コ

…
よ
■
画
■
計
■
の
■
度
！
年
一一
△
７ |チ

幹



肝

髭

解
髪

雛

斃

鯵

彰

密

'多|二宅■!十1ヤ■‖率|■,

ヘルスプロモーション支援 (新規)

ヘルスプロモーション理論をコアに、地域や

行政機関・医療機関等と大学との橋渡しがで

きるよう実践活動を開発支援しようとする取り

組みです。

||・||ヤ |・||!l fl・ 十1・十革Ⅲ‐|IⅢ Ⅲl ll・||十★華!―||‐甘十
:を 受を資tt 4 2者 F Iす , 1を tセ 革 ,ま : , , l i ,宮 縁概登ます,( ,驚 :密 母営 S , 1母 章 ,【 書驚,ユ 4子 :草 驚

ず■ヘルスプロモーション支援とは?
ヘルスプロモーションとは、人々が自らの健康をコント回―ルし、改善できるようにするプロセスで

す。直訳は、「健康増進」ですが、食生活や運動といった個人的な「健康づくり」だけでなく、質の高
い生活を目指して、ライフスタイルを自ら積極的に改善し、地域社会と協働していきいきと生活し、

参加し、自己実現し、お互いに支援し合い、健康的な環境を整えようとする視点や理念に基づいて
います。
二重県民の皆様をはじめ、看護・介護や医療に携わる人々が健康に生きていく上でのライフスキ
ルを磨き、元気で生活できる支援的生活や職場環境をつくり、生きがいのある人生を支える活動を
支援していこうという取り組みです。

今年度は、本学で4つのプロジェクトが発足いたしました。その取り組みについて具体的に以下に

示します。

登: : | まと1 l r をとをおま, , , 1 経, 様驚豊様, 1 をi l t t t 輩章まま者【1 様様様l t i t 韓草告: : 章登章: r 桜

■t「健康の郷口美杉」ヘルスツーリズム支援事業
I。目的

本校の所在地である津市の南西部に位置する美杉地区は津市全面積の 30%を 占め、その 90%

(186.3km2)が山林という広大な森林に恵まれている。平成 19年度には総務省より「森林セラピー基地」の

認定も受け、この広大な自然を活かし、「健康」「癒じ」「地域再発見」「人々のつながり」をキーコンセプトとし
て地域住民、行政、大学、産業が協働しながら、新たな地域資源(人・自然・健康・文化)を創造していくた
めの専門的支援を行う。

I.方 法

1.津市が実施する「地域資源を活かしたヘルスツーリズム推進事業」に

おける事業の企画立案・実施・評価に参画

2,事 業への参画においては本学の専門性を取り入れ、「健康づくり」
「癒し」のヘルスツーリズムを推進

3.地域の人々の暮らしや自然を活用した健康プログラムの開発と提供

4.健康支援ボランティアの人材育成と地域での活動の場の開発

担当教員:山路由実子・佐甲隆・草川好子・平野真紀

1■r
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地域における実践活動を通して看護方法およびシステ

ム開発に関する実践研究

女性のための健康相談および不妊相談の支援

|‐1事 業内容

1)二 重県男女共同参画センターフレンテみえの相談事業への協力
・「二重県立看護大学助産師による女性のための健康相談」

日時:毎月第1～4木曜日 午後 1時～3時

2)「二重県不妊専門相談センター事業」の運営への協力
・不妊相談員への助言、情報提供、学習支援を行い、相談活動を支援

1女性のための健康相談や不妊相談センターの活用を !

女性のための健康相談は、思春期の相談から出産や育児に関すること、また更年期等につい

て、ご相談をお受けしています。「心配だけれど、なかなか身近な方に相談しづらい。」、「どこに

相談したらよいかわからない」などお気軽にご相談ください。

「二重県不妊専門相談センター」は、相談者の相談ニーズにあわせて、不妊に関する情報提供

や医療機関の紹介、生活面の助言などを行つています。私たちはその相談活動が円滑にすす

むように支援を行い、間接的に不妊で悩む方々をサポートしています。

担当教員:二村良子・永見桂子・崎山貴代・中山優子・小村明子・田中利枝

1型糖尿病をもつ子どもへの支援

|■ 事業内容

● 小 児糖尿病キャンプ運営企画への支援

● 学 生ボランティアによる企画会議の運営支援等

● 医 療スタッフ・学生ボランティアの育成への学習会開催

● 主 に糖尿病キャンプでのスタッフの役割、インスリン注射

|■小児糖尿病キャンプ運営の支援内容

1)8月に四日市市で開催される東海地区小児糖尿病サマーキャンプの運営支援

学生ボランティアが主催する企画は工夫されており、キヤンパーやスタッフからも好評を得ている

2)4～ 8月に学生スタッフヘの勉強会の開催

将来医療従事者になるにあたっての貴重な学習の機会となつている。

3)2ヶ月に1回行なわれるキャンプ実行委員会に出席

4)毎月 1回行なわれる学生の企画会

企画会は学生ボランティア主体に運営され、主に企画についての検討が行われる。企画会で

は、担当者や病院スタッフからの具体的な助言が得られている。

担当教員:前田貴彦・落合春香

舛:
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認知症地域支援体制構築推進事業への支援
地域専門ケア事業

I.目 的

2005年 に401万 人であった二重県の高齢者数は 2035年 には 505万 人に増加し、高齢化率も215%

から 33,2%へと上昇することが予想される。介護や医療を必要とする状態となつても、住み慣れた自宅

や地域に安心して暮らし続けることができるよう、地域の保健・医療・福祉サービスやさらにはボランテ

ィア活動等が有機的に結びつき、切れ間なく提供できるような地域支援体制整備に向けた支援活動を

行うことを本事業の目的とする。

I.方 法

1.認 知症に対する啓発活動支援(名張市口菰野町)

2 名 張市認知症地域ケア資源マップの作成への支援

3.名 張市認知症ケアサービス事業者事例検討会への支援

4 認 知症実務者・管理者研修会への協力(二重県内全域)

5 市 町・地域包括支援センター新任者研修会への協力(二重県内全域)

担当教員:伊藤薫・佐甲隆B山路由実子・船越明子・鈴木敦子B松田陽子

二重いでんネットワーク事業

I.目 的

二重県では遺伝医療に対応する施設が少なく、各専門職の役割が明確化されていないことからも、

クライエントや家族と関わる医療者自身が戸惑いを感じ、十分な治療や看護が適用できていないという

現状がある。遺伝医療の抱える問題について、より専門的な立場からサポートし、よりよい遺伝医療お

よび遺伝看護の普及口発展を目指したシステム作りを行うべく、遺伝医療に携わる医師、看護師、心理

士が集まり、たちあげられた「二重いでんネットワーク」の活動を推進・発展させるためにネットワークの

活動を支援していく。

工.方 法

二重いでんネットワークの活動内容を支援する。

1遺 伝医療に関する情報交換、相互理解のための交流推進活動

遺伝看護検討会の開催、患者会への参加

2.遺 伝医療に関する能力向上口啓発口広報に関する活動

公開学習会の開催口二重県内各施設に出向いての公開学習会開催・テーマ別公開学習会の開催

3,遺伝医療サービスの質的向上を図る。

遺伝カウンセリング陪席時に必要なパンフレット等の作成

担当教員:二村良子口竹本二重子
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外国人の保健医療サポートシステム開発事業 地域専門ケア事業

I.目 的

平成 19年末における三重県の登録外国人数は 51,638人(前年比 4.7%増)と過去最高を更新し、

県の地域保健を考える上で外国人に対する保健医療問題はいま重要な問題となつている。そこで、将来

的に外国人の保健医療サポートシステムを開発することを視野に入れ、昨年度実施した保健師を中心

にした実態調査の詳細な検討を加えることにより、保健師の立場から見た地域における外国人保健サ

ービスの実態と問題を明らかにすることを目的とした研究を行う。

工.方法

1. 平 成19年度実施調査「二重県保健師の地域在住外国人への保健活動についての実態調査」の

質的・量的な分析、検討

2. 地 域で働く保健師からの聞き取り調査―(1)で明らかになつた問題に焦点を絞t

3. 母 子保健に関わる異文化理解のためのサポート方法を検討する。

||‐.1平成19年度保健師への外国人保健活動実態調査結果よリー部抜粋

保健活動の対象となった外国人の国籍について質問した結果(複数回答)、10名 以上の保健師が対

象としたことがあったのは 7カ 国(ブラジル、フィリピン、中国、タイ、韓国・朝鮮、ベルー、ボリビア、インド

ネシア)の外国人であった。この 7カ国の外国人への支援経験の有無と所属地域の間の関連を検討した

結果、ブラジル、フィリピン、中国、タイ、ペルーの外国人への保健活動経験で地域問差を認めた。ブラ

ジル、ペルー、中国人への対応は北勢、中勢に多く、フィリピン人は尾鷲口熊野地区に多かつた。タイ人

への対応は桑名・員弁地区と尾鷲・熊野地区で少なかつた。

保健活動を行つた領域の内訳(複数回答)は、母子保健 165名(325%)、小児保健 55名(275%)、感染

症保健 33名 (165%)、成人保健 20名 (10.0%)、精神保健 19名(95%)、福祉分野 13名(65%)、高齢者

保健 4名 (20%)、学校保健 3名 (15%)、難病対策 2名 (1.0%)、在宅ケア 1名(10%)であつた。活動内容

の内訳を図1に示す。

予防接種

妊娠口出産

育児支援

児童虐待

精神疾患

結核

HiV

DV

その他の疾患

介護問題

その他
0            20            40            60            80

注)その他は医療保険問題、高齢者虐待、労働環境、薬物依存、不法就労、死亡対応を含む

図1保 健活動の内容(複数回答)

担当教員:橋本秀実・本寸嶋正幸・佐々木由香・山路由実子口伊藤薫
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の鎌 地 域の離 廓 訥 欄 封 す棚 修支援

|■1夢 が 丘 県 民 講 座 ケアす る人 の セル フケアセミナ
ー

1 対 象  在 宅での家族介護者、看護師・ヘルパーなどケアを職業とする方 30名

2 内 容

担当教員:伊藤薫・日比野直子・灘波浩子

■|.看 護研究の基本ステップ

1 対 象 今後研究に取り組もうとする看護職 約 40名

2 内 容

月 日 主な内容 講師

1 0 月8 日 講義およびワークショップ「ケアする人」の出会い 二重県立看護大学伊藤薫

音楽で豊かなコニケーヨンを作ろう!～その1～ 音楽療法士 伊沢径世氏

1 1 月1 9 日 自分を知って、上手にストレスと付き合おう! 保健師・交流分析士 山口節子氏

音楽で豊かなコニケーヨンを作ろう!～その2～ 音楽療法士 伊沢径世氏

12月 17日 よりよい対人関係を築くために 保健師・交流分析士 山口節子氏

タッピングタッチを学ぶ、ふれあい、ケアしあう方法を学ぶ ホリスティック研究所 中川一郎氏

日時 講義内容 担当教員

8 月 7 日 日頃の疑問を研究につなげよう! 佐甲隆・伊藤薫

研究計画の立て方と書き方 臼井徳子

9月 日 質的研究 竹本二重子

文献検索 伊藤薫

10月 10日 英論文の読み方 山口和世

量的研究 小池敦

1 1 月1 4 日 パワーポイントによるプレゼンテーション 野呂千鶴子

統計は怖くない ! エクセルを使つて楽しく統計解析 斎藤真

十11特 定地域研究支援

特定地域病院 主な内容 担当教員

山田赤十字病院 看護研究研修会への協力看護研究推進チームヘの助

言等

永見桂子

紀南病院 個別看護研究指導、院内看護研究発表会議評 玉田章 ・平野真紀

県立病院看護研究発表会 看護研究発表会議評 中村恵・崎山貴代
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対象機関 主な内容 担当教員

二重県内企業・三重県工業研究所 水圧式駆動システムを用いた安全で人に

やさしい沐浴装置の開発

斎藤真 ・村本淳子

■産学官民共同研究

県内企業、地域産業と県民の健康生活および二重県のケアの質の向上を目的とした共同開発研究を行

ないます。

お問合せ先

三重県立香護大学地域交流研究センター事業に対するご意見やご相談等は、お気軽に下記連絡先
へお問合せくださしヽ。

〒514-0116 三 重県津市夢が丘 1丁 目 1番 地の 1

TEL:059-233-5600 FA× :059-233-5612

霞
も
薔
盛

ｒ
友
醸

出轟
‐環
晩
蟻
薩

|

残
簿

醸

騒

麗

盤

幾
ぷ

歴

轟

醒

騒

襲

品

題題日

鎮もき擦

壌
練
鵠

寵|
機

題
路
を
，
密
８
議I字舞議

一宣察Й動多宅記妨夜功冴舛センターまで

の変ズ寛ど滋呼

● 三交バス :

近鉄 ・」R津 駅西□から看護大学夢が丘線

「香護大学前」バス停下車徒歩 1分

● 」 R紀 勢本線 :

―身日駅下車徒歩約 20劣

●近鉄 ・」R津 駅下車タクシー約 5分

【      皓 鶏塗題
ユ県張浄,韓検・☆山田親

1霞弱麟 Ⅲイヤ誇
重麗藤舞
鰻亀センタ将

,子  ●
β簿穂看



3.地 域交流研究センター事業決算及び予算

1)平 成 19年度地域交流研究センター事業決算額

(単位  円 )

計

報償費 7 0 7 ,  2 0 5

旅費 9 1 1 ,  7 3 5

需用費 2 ,  1 9 8 ,  9 2 1

消耗品費 1 ,  4 7 4 ,  1 9 9

印刷製本費 7 2 4 ,  7 2 2

役務費 7 7 8 ,  3 0 8

通信運搬費 7 3 7 ,  7 2 0

手数料 4 0 ,  5 8 8

使用料及び賃借料 4 6 ,  5 1 0

備品購入費 5 9 3 ,  1 5 5

合計 5 ,  2 3 5 ,  8 3 4

2 )平 成 20年 度地域交流研究センター事業当初予算額

4 , 7 6 4  千 円
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編集後記

二重県立看護大学地域交流研究センター平成 20年度年報が完成いたしました。ご協力い

ただきました皆様に感謝いたします。

本年報には、課題研究、地域専門ケア、教育 ・研修開発および産学連携の 3事業の活動

内容と資料を収録いたしました。来年度は本学が独立行政法人化され、これまでの 「地域

交流研究センター」は、名称を改め 「地域交流センター」とし、活動をさらに充実を図

るために努力して参りたいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。

本年報を通じて、少しでも多くの皆様方に本センター事業の活動内容と地域貢献につい

てご理解いただければと願っております。

二重県立看護大学

地域交流研究センター

平成 20年 度

Vol.11

編集     伊 藤薫

発行     二 重県立看護大学地域交流研究センター

住所     〒 514‐0116 二 重県津市夢が丘 1丁 目1番地の 1
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